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圧巻！秩父市消防団による80本一斉放水 ～消防ふれあい祭り～

［主な内容］
● 冬の交通事故防止運動
● 秋の叙勲・危険業務従事者叙勲・褒章の受章者、表彰の受賞者のご紹介
● 年末年始の市役所等の業務は？
● 秩父市の財政健全化判断比率等の公表

 保存版「いざという時　お子さんの医療」

［市の人口］
70,427人
男=34,440人
女=35,987人
前月比－65人

［世帯数］
26,380世帯
前月比＋8世帯

平成20年11月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

発行所　秩父市役所　電話 0494－22－2211（代表）
　　　　〒368－8686  埼玉県秩父市熊木町 8 番15号



❷2008年12月号

　
「
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
」
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
見
え
に
く
く
な
っ
た
夕

　市内の人身事故の発生原因は、脇見・漫然運転が約７割を占めています。また、道路を横断中の歩行者が

巻き込まれる事故が増加傾向にあります。

　特に、年末年始は人や車の動きが慌しくなり、また飲酒の機会が増えることによって、交通事故の発生が

心配される時季でもあります。歩行者の皆さんは、脇道や施設の出入り口付近からの車に十分注意しましょう。

　交通事故は誰でも遭遇する可能性があります。事故は、被害者も加害者も大変な思いをします。事故が起

きる前に、そして起こす前に、交通安全について一人ひとりがじっくりと考えてみましょう！

問市民生活課　☎２５－５２００

交通ルールの遵守と交通マナーの向上を目指して！

　通常、車間距離といえば、前車と自分の車の間の距
離を考えますが、目測で車間距離を測ることは簡単で
はありません。
　そこで、前車との間隔を「時間」におきかえ、安全
な車間距離を保持しようとする考え方です。
　前車が進行方向の目標物に差しかかった時に「ゼロ
イチゼロニ」と数え始め、「ニ」の時に自分の車が目
標物にあれば車間距離２秒となります。「イチニ」で
は２秒に短く、あえて間に「ゼロ」をいれて数え、２
秒以上の感覚を習慣づけましょう！

安全運転距離保持「０１０２運動」

暮
れ
時
に
お
互
い
の
存
在
を
早
期
発
見

（
危
険
予
知
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
は
、
夕
方
４
時
に
は
ラ
イ
ト
を

点
灯
し
、
周
囲
に
気
を
配
り
、
ス
ピ
ー

ド
を
抑
え
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
自
転
車
の
無
灯
火
運
転
は
大

変
危
険
で
す
。
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
す
ぐ
に
発
見
で
き
る
よ
う
に
、
で
き

る
だ
け
明
る
い
色
の
服
装
や
反
射
材
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と

安
全
な
車
間
距
離
の
保
持

走 行 速 度 40㎞／ｈ 50㎞／ｈ 60㎞／ｈ
２秒間に進む距離 22ｍ 28ｍ 33ｍ

■急ブレーキをかけて止まるまでの距離（普通車の場合）
40㎞ 8.3ｍ 9.0ｍ 17.3ｍ
50㎞ 10.4ｍ 14.1ｍ 24.5ｍ
60㎞ 12.5ｍ 20.2ｍ 32.7ｍ

空走距離 制動距離
停止距離

ブレーキ ブレーキきき始め 車の停止
危ないと思って急ブレー
キを踏み、ブレーキがき
き始めるまでの距離

ブレーキがきき始めてから、
車が止まるまでの距離
※乾いた舗装道路で急ブレーキをかけた場合

10.4ｍ 14.1ｍ
ｍ 20.2ｍ

秩父市は、秩父夜祭のユネスコ世界無形文化遺産登録に向けてチャレンジしています！

夕方４時には
ライトの点灯を



❸
市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。

なお、市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。

飲
酒
運
転
な
ど

無
謀
運
転
の
追
放

　

最
近
、
交
通
事
故
死
者
数
に
占
め
る

高
齢
者
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
歩
行
中
お
よ
び
自
転
車
乗
用
中

の
事
故
が
多
い
た
め
、
十
分
な
安
全
確

認
が
必
要
で
す
。

　

走
行
中
の
車
の
直
前
や
直
後
の
横
断

は
大
変
危
険
で
す
。
道
路
は
信
号
機
や

横
断
歩
道
の
あ
る
と
こ
ろ
を
渡
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
に
乗

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

る
場
合
に
は
、
一
時
停
止
の
あ
る
交
差

点
や
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
、
必

ず
一
時
停
止
を
し
て
、
左
右
の
安
全
を

よ
く
確
か
め
ま
し
ょ
う
！

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
高
齢
者

の
行
動
特
性
を
理
解
し
、
高
齢
者
を

見
か
け
た
ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な

ど
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

運転者・車両提供者 同乗者・酒類提供者

酒酔い運転
５年以下の懲役
または100万円以
下の罰金

３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

酒気帯び運転
３年以下の懲役
または50万円以
下の罰金

２年以下の懲役
または30万円以
下の罰金

　

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
努
力
義
務
だ
っ
た
助
手

席
以
外
の
同
乗
者
（
後
部
座
席
な
ど
の

同
乗
者
）
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
完

全
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
自
動
車

を
運
転
す
る
際
に
、
必
ず
同
乗
者
全
員

に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装
着
さ
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

後
部
座
席
な
ど
も

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
化
！

飲酒運転 ０
ゼロ

 を目指して

酒気帯び運転

「しない、させない、許さない」

○鍵
か ぎ

は預け、
代行などの
利用も…

　

年
末
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま

す
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
飲

酒
を
し
た
ら
絶
対
に
運
転
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
家
庭
や
職
場
、
飲
食
店
で

は
、「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

を
合
い
言
葉
に
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
転
車
も
道
路
交
通
法
上
の
「
車

両
」
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
で
自
転
車
を

運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
！

　

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
無
理
な
追

い
越
し
は
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ゆ
と
り
あ
る
運
転
を
心
が
け
、
無

謀
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
！

×自分で絶対運転しない



2008年12月号

　
長
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
た
方
な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
秋
の
叙
勲
」

「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
」「
秋
の
褒
章
」
が
、
11
月
３
日
に
発
令
さ

れ
、
市
内
で
は
次
の
７
人
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
１
日
に
発
表
さ
れ
た
「
埼
玉
農
林
業
賞
」（
埼
玉
県

主
催
）
で
は
、
２
団
体
１
人
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
で
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

❹

　

清
水
良
夫
氏（
熊
木
町
）は
、
秋
の
叙

勲
で
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
氏
は
、
昭
和
41
年
３
月
、
埼
玉

県
社
交
業
環
境
衛
生
同
業
組
合
（
現
埼

玉
県
社
交
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業
組

合
）
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、
業
界
の
組

織
強
化
・
拡
充
と
公
衆
衛
生
思
想
の
普

及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
17
年
６
月
か
ら
は
同
組

合
の
理
事
長
を
務
め
ら
れ
、
食
品
衛
生

清水　良夫 氏
（熊木町）

の
向
上
お
よ
び
営
業
者
の
経
営
安
定
化

に
尽
力
さ
れ
、
地
域
社
会
に
多
大
な
る

功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲

　

諸 

富
範
氏（
上
野
町
）は
、
秋
の
叙

勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

諸
氏
は
、
昭
和
34
年
か
ら
平
成
９
年

３
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
公
立
学

校
教
諭
、
公
立
小
中
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
、
学
校
全
体
の
発
展
と
教
育
の
充
実

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
の
面
に
お
い
て
も
、

埼
玉
県
教
育
局
等
に
在
職
さ
れ
、
高
く

諸　　富範 氏
（上野町）

豊
か
な
識
見
と
卓
越
し
た
指
導
力
を
発

揮
し
、調
和
と
中
立
性
、安
定
性
の
あ
る

教
育
行
政
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口 

豊
氏
（
小
柱
）
は
、
秋
の
叙

勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
氏
は
、
昭
和
35
年
か
ら
平
成
10

年
３
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
公
立

中
学
校
教
諭
、
公
立
中
学
校
長
を
歴
任

さ
れ
、
学
校
教
育
の
振
興
と
教
育
の
充

実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
行
政
の
面
に
お
い
て

も
、
埼
玉
県
教
育
局
秩
父
教
育
事
務
所

長
、
小
鹿
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
等

を
務
め
ら
れ
、
優
れ
た
指
導
力
を
発
揮

し
、
秩
父
地
域
の
学
校
教
育
の
発
展
と

充
実
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

山口　　豊 氏
（小　柱）

　

笠
原
宣
良
氏
（
久
那
）
は
、
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲笠原　宣良 氏

（久　那）

さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
原
氏
は
、
昭
和
29
年
か
ら
平
成
６

年
ま
で
40
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
埼
玉

県
警
察
に
在
職
し
、
地
域
住
民
の
日
常

生
活
の
安
全
と
平
穏
を
守
る
た
め
、
街

頭
に
立
っ
た
警
戒
活
動
、
事
件
・
事
故

の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
地
域
へ
の
重
点

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
効
果
的
な
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
凶
悪
事
件
の

犯
人
検
挙
を
は
じ
め
、
地
域
住
民
へ
の

防
犯
指
導
、
交
通
事
故
防
止
等
に
貢
献

し
、
埼
玉
県
の
治
安
維
持
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

里
見
武
雄
氏
（
寺
尾
）
は
、
危
険
業

務
従
事
者
叙
勲
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

里
見
氏
は
、
昭
和
32
年
４
月
に
秩
父

市
消
防
本
部
消
防
士
を
拝
命
し
、
平
成

５
年
４
月
に
は
秩
父
消
防
本
部
の
消
防

長
に
就
任
さ
れ
、
平
成
８
年
３
月
末
で

退
職
す
る
ま
で
、
39
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
、
消
防
職
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
常
に
率
先
し
て
住
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
保
護
す
る
消
防
の

使
命
感
に
燃
え
、
火
災
の
予
防
、
鎮
圧
、

風
水
害
等
の
被
害
の
軽
減
、
救
急
救
助

活
動
に
よ
る
人
命
救
助
な
ど
、
秩
父
地

域
の
安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

里見　武雄 氏
（寺　尾）

秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・

秋
の
褒
章
の
受
章
者
、
表
彰
の
受
賞
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
ご
紹
介

秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・

秋
の
褒
章
の
受
章
者
、
表
彰
の
受
賞
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
ご
紹
介



❺

秩父市長

ちちぶ夢創り倶楽部への入会をお待ちしています
～「ふるさと納税」で輝く秩父をあなたのふるさとに！～

埼
玉
農
林
業
賞

　

伊
藤
政
雄
氏
（
中
村
町
）
は
、
秋
の

褒
章
で
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
氏
は
、
英
工
舎
（
現
キ
ヤ
ノ
ン

電
子
株
式
会
社
）
に
入
社
以
来
、
45
年

の
長
き
に
わ
た
り
金
属
手て

仕し

上あ
げ

工こ
う

と
し

て
活
躍
さ
れ
、
平
成
18
年
11
月
に
は
卓

越
し
た
技
能
者
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

か
ら「
現
代
の
名
工
」に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
８
月
に
は
、「
も

の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
で
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
、
日
本
の
匠

た
く
み

と
し
て

伊藤　政雄 氏
（中村町）

高
精
度
部
品
の
加
工
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

矢
尾
武
廣
氏
（
上
町
）
は
、
秋
の
褒

章
で
黄
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
尾
氏
は
、
昭
和
56
年
５
月
か
ら
平

成
11
年
５
月
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
埼

玉
県
酒
造
組
合
の
理
事
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
後
引
き
続
き
、
同
組
合
の
副
会
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
清
酒
製
造
業
界
の
発
達
と

酒
類
行
政
の
円
滑
な
運
営
、
推
進
に
寄

与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
多
大
な
る
功
績

を
残
さ
れ
、
現
在
も
副
会
長
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

矢尾　武廣 氏
（上　町）

■
い
き
い
き
高
齢
者
部
門

　

ち
ち
ぶ
太た

い
は
く白
サ
ツ
マ
イ
モ
生
産
組
合

は
、幻
の
「
ち
ち
ぶ
太
白
サ
ツ
マ
イ
モ
」

の
復
活
に
向
け
て
、
生
産
拡
大
や
地
元

食
品
卸
売
市
場
と
連
携
し
た
販
売
を
全

国
展
開
す
る
一
方
、
商
標
登
録
や
地
元

菓
子
製
造
業
者
に
原
料
を
提
供
し
、
商

品
開
発
す
る
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

■
個
別
経
営
体
部
門

　

新
井　

範の
り

氏
（
下
影
森
）
は
、
ぶ
ど

う
（
夏
〜
秋
）・
い
ち
ご
（
冬
〜
春
）

を
組
み
合
わ
せ
て
、
年
間
を
通
し
た
観

光
農
園
経
営
を
展
開
す
る
一
方
、
秩

父
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
「
ち
ち
ぶ 

山
ル

ビ
ー
」
の
導
入
、
栽
培
技
術
の
確
立
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
産
地
消
部
門

　

お
菓
子
な
郷く

に

推
進
協
議
会
は
、
秩
父

の
山
に
自
生
す
る
カ
エ
デ
か
ら
製
造
し

た
「
秩
父
カ
エ
デ
糖
」
を
用
い
た
菓
子

で
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
金
・
銀
・

銅
を
受
賞
。
ま
た
、
ち
ち
ぶ
太
白
サ
ツ

マ
イ
モ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
活
か
し
た

菓
子
作
り
を
農
商
工
連
携
で
取
り
組
み
、

地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

各部門で知事賞を受賞された皆さん

　秩父夜祭も終わり、いよいよ冬本番となりま
したが、いかがお過ごしでしょうか。
　９月末から各地で開催してきた「市民対話交
流会」には、貴重な時間を割いて多くの市民の
皆さんにご参加いただきありがとうございまし
た。２か月の間に市内23か所で開催され、参加
された多くの方々と直接対話ができる良い機会
だったと感じています。また、市民の皆さんか
ら切実な要望や建設的なご意見をいただき、貴
重な生の声となりました。
　その中でも、ご質問が多かったのは地域医療
の問題です。今や医師不足は地方だけでなく、
都市部でも共通の課題になっています。つい先
日も、東京大学で地域医療問題についてのシン
ポジウムがあり、私はパネリストとして秩父市
の事例発表をしてきました。救急医療などの採
算性の低い部門を公立病院が受け持つケースが
多く、自治体の財政状況の悪化にも影響する深
刻な問題です。地域医療を確保するよう最大限
の努力をしていますが、市民の皆さんには健康
の維持と、病気の予防対策に努めていただきた
いと願っています。
　そのほかにも、中心市街地活性化や子育て支
援策のご提言、有害鳥獣の問題など、幅広いご
意見を聴くことができたので、来年度の事業計
画や予算編成に反映させたいと思います。
　さて、先ごろの世界金融危機や円高の影響か
ら国内企業の収益悪化が心配され、来年は経済
的に厳しい年が予想されますが、心には希望を
持てる年になるよう願っています。ミューズ
パークではＬＥＤを使ったイルミネーションが
始まりましたので、冬の夜のロマンチックな雰
囲気を味わいにお出かけください。また、テレ
ビ埼玉の新春番組である「埼玉政財界人チャリ
ティ歌謡祭」に今回も出演することになり、秩
父をさらにＰＲするよう「秩父の祭り」という
曲を歌います。この番組は元日の夜７時から放
送予定です。
　皆さん、どうぞよいお年をお迎えください。
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納期限 12月25日㈭

税　目
固 定 資 産 税 第３期分

国民健康保険税 第６期分

納期限内の納付にご協力をお願いします。

　口座振替を利用している方は、納期限の日に振
り替えますので預貯金の残高をご確認ください。
問収納課　☎２２－２２１０

自
治
功
労
者
（
地
方
自
治
の
振
興
に
貢

献
し
功
績
顕
著
な
方
）

鈴
木
貴
雄
、
中
島
和
久
、
小
﨑
敏
伸
、

髙
野
東
征
、
浅
賀
克
彦
、
堀
口
常
次
、

大
野
昭
二
、
岩
田
貴
政

教
育
文
化
功
労
者
（
教
育
・
文
化
の
振

興
に
貢
献
し
功
績
顕
著
な
方
）

木
村
勝
治

消
防
功
労
者
（
消
防
団
員
と
し
て
防
火

等
に
貢
献
し
功
績
顕
著
な
方
）

林　

政
春
、
新
井
幸
男
、
宮
原
敬
治
、

山
口
健
司
、
新
井
裕
一
郎
、
芦
田
進
市
、

新
井
武
司
、
新
井
孝
洋
、
新
井
健
巳
、

荒
舩
雄
二
、
大
野
一
人
、
黒
澤
春
男
、

新
井
保
生
、
藤
原
剛
志
、
柴
﨑
茂
樹
、

中
島
頼
信
、
串
田
佐
久
男
、
新
井
清
一
、

金
森　

勉
、
本
多
幸
子
、
上
井
美
代
子
、

本
田
栄
三
、
中
村
知
仁
、
橋
本
節
夫
、

新
井
光
一
、
新
井
圭
一
、
福
田
公
和
、

宮
﨑
武
史
、
加
藤
剛
士
、
山
中　

勝
、

秋
山
佳
美
、
浅
香
純
也
、
樽
井　

実
、

山
中
正
義
、
宮
田
栄
信
、
関
口
勝
之
、

千
島　

卓
、
千
嶋　

浩
、
新
井
洋
克
、

木
村
直
之
、
古
川
健
一
、
中
山
鉄
也
、

川
澄
周
史
、
逸
見
修
一
、
市
川
昌
志
、

浅
海
祥
孝
、
新
井
文
広
、
逸
見　

弥
、

大
澤
春
章
、
引
間
逸
朗
、
石
井
崇
之
、

千
島
紀
男
、
横
田
真
一
郎
、
菅
沼　

勉
、

新
井
則
邦
、
新
井
武
雄
、
新
井　

博
、

新
井
啓
志
、
新
井
一
吉
、
井
上
敏
男
、

町
田
博
寿
、
国
本
直
宏
、
浅
賀
保
彦
、

浅
賀　

修
、
高
野　

真
、
引
間
寿
行
、

黒
沢
吉
宏
、
浅
見
広
和
、
高
橋
紀
貴
、

田
口
晃
史
、
八
木
一
夫
、
原
島　

稔
、

内
田
浩
一
郎
、
清
水
尊
弘
、
島
田
陽
介
、

坂
本　

博
、
大
嶋
和
樹

福
祉
功
労
者
（
社
会
福
祉
事
業
に
功
績

顕
著
な
方
）

小
池　

潤

環
境
衛
生
功
労
（
環
境
衛
生
向
上
に
貢

献
し
功
績
顕
著
な
方
）

引
間
英
太
郎
、
渡
邉
一
郎

感
謝
状
（
寄
附
・
そ
の
他
特
別
に
功
労

の
あ
る
方
）

秩
父
鉄
道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

荒
舩
重
敏
、
冠　

二
郎
、
矢
尾
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役　

矢
尾
直
秀
、
黒
田
さ
き
え

問
秘
書
課
☎
22

－

２
２
０
１

　秩父市税等収納率向上対策委員会では、12月を市
税等の徴収強化月間と定め、臨宅徴収を実施します。
　この強化月間中、収納課では窓口を次のとおり開
設します。
夜間納税窓口　12月11日㈭・25日㈭
　　　　　　　午後５時15分～７時15分
※午前８時15分～午後５時15分は通常業務です。
休日納税窓口　12月28日㈰
　　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
年末納税窓口　12月29日㈪ ･ 30日㈫
　　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　詳しくは、次ページの「夜間・最終日曜・休日窓口
開設」をご覧ください。（吉田・大滝・荒川総合支所
総務課では実施していませんのでご注意ください。）
納税は口座振替が便利です
　今月号の22ページに口座振替依頼書があります。
口座振替をお申し込みの方は、必要事項をご記入の
うえ、切り取って封筒を作り、切手を貼らずに投函
してください。
問収納課　☎２２－２２１０

12月は市税等徴収強化月間

　次の方々から、ご寄附をいただきました。温か

な善意に感謝し、ご紹介します。

◎社会福祉のために

▼ 10月７日、幽芳窯 女たちの陶芸（浅香威津子

代表）様から30,000円

◎児童福祉事業等のために

▼ 11月５日、松本太守様から200,000円

ご寄附ありがとうございました

市
政
伸
展
の
功
労
者
93
人
を
表
彰

市
政
伸
展
の
功
労
者
93
人
を
表
彰

平
成
20
年
度
　

市
政
功
労
者
表
彰
式

　

11
月
11
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
「
平
成
20
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
が
行
わ

れ
、
市
政
伸
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
功
労
を
た
た
え
、
栗
原
市
長
か
ら

表
彰
状
な
ら
び
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。（
順
不

同
・
敬
称
略
）
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日 月 火 水 木 金 土
12/７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1/１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

平日夜間窓口 最終日曜窓口 休 日 窓 口
12月11日・25日
1月８日 12月28日 12月28日を除く土・日曜・祝日、

および12月29日から1月２日
17時15分～
19時15分

８時30分～
17時15分

８時30分～
17時15分

市民課・保険年金課・こども課・
収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
②戸籍、住民票の写し、印鑑登録・
証明書、所得課税証明書などの
発行

③転入、転出、転居届等の業務
④納税と納税相談の受付
⑤国民健康保険、国民年金、老人
保健に関する業務

⑥保育所、児童手当、子育て支援
等に関する業務

①戸籍の届書の預かり
②住民票の写し、印鑑
証明書や所得課税証
明書などの発行

③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※上記の業務以外は行
いません。

※最終日曜窓口・休日窓口の正午～午後２時は大変混雑するため、手
続きにお時間をいただくことがあります。ご了承ください。

今月の防災・防犯話し合いテーマ
避難所までの避難経路を確認しておきましょう！

　

年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
押
し
せ
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
関
係
の
深
い
市
の
窓
口
業
務
は
、

毎
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き
は
、

早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
役
所
、
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合

支
所
、
各
出
張
所
お
よ
び
出
先
機
関
等

は
、
12
月
27
日
㈯
か
ら
翌
年
１
月
４
日

㈰
ま
で
の
９
日
間
休
業
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
期
間
の
本
庁
舎
休
日
窓

口
は
、
下
記
の
「
夜
間
・
最
終
日
曜
・
休

日
窓
口
開
設
」
の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
水
道
部
で
は
、
休
業
期
間
中
の

水
道
の
使
用
申
込
み
お
よ
び
使
用
中
止

届
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

主
な
出
先
機
関
等
の
休
業
期
間
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。

主な出先機関等の休業期間

業務区分 年　　末 年　　始

ごみ収集業務
12月30日㈫収集
予定地区まで通
常どおり収集

１月５日㈪収集
予定地区から通
常どおり収集

ごみの持込み

12月30日㈫まで
※12月27日㈯、
28日㈰は休業

１月５日㈪から

持込み受付時間　午前９時～正午
　　　　　　　　午後１時～４時

火 葬 業 務 12月31日㈬まで １月３日㈯から

通 夜 施 設 12月30日㈫の
利用まで

１月３日㈯の
利用から

霊 柩 車 業 務 12月31日㈬まで １月５日㈪から

問秩父広域市町村圏組合業務課　☎23－2489
　　●可燃ごみ（秩父クリーンセンター）　☎24－8050
　　●不燃ごみ（秩父環境衛生センター）　☎23－8921
　　●火　　葬（秩父斎場）　　　　　　　☎23－1678

　

年
末
は
く
み
取
り
の
依
頼
が
集
中

し
、
ご
要
望
に
応
じ
き
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
12
月
18
日
㈭
ま

で
に
各
地
区
収
集
担
当
業
者
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
内
の
業
務
は
12
月
26
日

㈮
正
午
ま
で
行
い
、
年
始
は
１
月
５

日
㈪
か
ら
開
始
し
ま
す
。

問
秩
父
・
大
滝
・
荒
川
地
区

　

生
活
衛
生
課
☎
25

－

５
２
０
２

　

吉
田
地
区

　

吉
田
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
72

－

６
０
８
３

し
尿
く
み
取
り

業
務
の
ご
案
内

年末年始の市役所等の業務は？

※「道の駅ちちぶ」は、年末年始も営業しています。

ごみの収集処理業務および斎場業務

※ごみは、収集日当日の朝8時までに必ず出してく
ださい。

　収集した後にごみを出されると、ごみ集積所の周
辺の方にご迷惑をおかけすることになります。お互
いにルールを守って、環境美化にご協力をお願いし
ます。

施　　　　設　　　　名 休業期間
道の駅大滝温泉（遊湯館、郷路館） 25日㈭～31日㈬
市立病院（30日㈫、１月２日㈮は救急当番医）
大滝国民健康保険診療所（内科）
大滝老人福祉センター

27日㈯～１月４日㈰

中村・宮地児童館
ふれあいセンター
いきがいセンター

28日㈰～１月４日㈰

まつり会館
道の駅あらかわ 29日㈪～１月１日㈭

下郷・影森・高篠福祉交流センター
高齢者憩いの家
老人福祉センター　渓流荘
秩父宮記念市民会館
歴史文化伝承館・各公民館・勤労青少年ホーム
芸術文化会館
ちちぶ銘仙館
武甲山資料館
秩父事件資料館（井上伝蔵邸）・龍勢会館
浦山・吉田・大滝・荒川歴史民俗資料館
吉田石間交流学習館
みどりが丘工業団地地区センター
秩父・荒川勤労者福祉センター
温水プール
文化体育センター
スポーツ健康センター・各体育施設
やすらぎの丘管理事務所

29日㈪～１月３日㈯

大滝国民健康保険診療所（歯科） 29日㈪～１月４日㈰
吉田元気村 30日㈫～１月２日㈮
道の駅　龍勢茶屋 31日㈬～１月１日㈭
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秩父市人事行政の　　運営等の状況を公表
「秩父市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与　　や勤務条件、研修や福利厚生等について、主に平成19年度の状況を公表します。

なお、詳細については、市ホームページに掲載されているほ　　か、人事課（本庁舎２階）で閲覧することができます。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問人事課　☎２２－２２０７

　③　地域手当（平成19年度）　	
支給実績（平成19年度決算） 136,686千円
支給職員１人当たり平均支給実績（平成19年度決算） 163,696円
支給対象地域 市内全域
支給率 4%

　④　特殊勤務手当（平成19年度）

支給実績（平成19年度決算） 857千円
59,201千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成19年度決算） 23,803円
528,582円

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成19年度） 17.7％
手当の種類（手当数） 20

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
高電圧業務手当 高電圧業務に従事した職員 高圧の機械器具、電線に接近して行う保守に関する業務 日額	230円

公害調査手当 生活衛生課等に勤務する職員 公害防止のため不快な場所において行う調査または取締
に関する業務 日額	400円

（注）支給実績と支給職員1人当たり平均支給年額の下段は、秩父市立病院および大滝国
保診療所に勤務する医師と看護師に対する支給実績、上段は、それ以外の職員に対する支
給実績です。

　⑤　時間外勤務手当（平成19年度）
支給実績（平成19年度決算） 109,003千円
職員１人当たり平均支給年額（平成19年度決算） 185,694円

（注）夜間勤務手当および休日勤務手当を含みます。

　⑥　その他の手当（平成19年度）

手当名 内容および支給単価 支給実績
（平成19年度決算）

支給職員１人当たり平均支
給年額（平成19年度決算）

扶養手当

①配偶者 13,０00円

94,644千円 264,368円	

②配偶者以外の扶養親族２人まで 6,500円
　（配偶者非扶養1人目） 6,500円
　（配偶者なし1人目） 11,000円
③その他１人につき 6,500円
④満16歳から22歳までの子1人につき 5,000円加算

住居手当

①借家・借間

32,883千円 101,178円	
　家賃に応じて月額　　　　　27,000円以内
②持家　月額　2,000円
ただし、新築または購入した住宅に係るものは、新築
または購入の日から起算して5年間は月額3,500円

通勤手当 ①交通機関（鉄道等）利用者　運賃相当額（最高限度55,000円） 31,897千円	 55,861円②交通用具（自動車等）利用　距離に応じた額（最高限度24,500円）

管理職手当

①部長、総合支所長等 80,000円

159,164千円 641,790円	
②次長等 68,000円
③課長、所長等 55,000円
④主席主幹 50,000円
⑤主幹 40,000円

宿日直手当
一般の宿日直、災害発生等に対処するための勤務および入院
患者の病状の急変等に対処するための医師の勤務に支給
→6,000円～42,000円（ただし5時間未満の勤務の場合は1/2）

22,910千円	 84,228円

（注）上記のほか、初任給調整手当、夜間勤務手当、休日勤務手当があります。

（1）勤務時間の概要（標準的なもの）	 （平成20年4月1日現在）
開始時刻 休息時間 休憩時間 終了時刻 １日の勤務時間 1週間の勤務時間

午前8時30分 正午～午後0時15分
午後3時～3時15分 午後0時15分～1時 午後5時15分 8時間 40時間

（注）勤務の特殊性により、上記と異なる勤務時間が運用される場合があります。

（2）年次有給休暇の取得状況　
平均取得日数 10.0日

（3）育児休業等の取得状況　　
育児休業 部分休業

16人 1人
※平成19年度中に新たに育児休業等を取得した職員数です。

（4）特別休暇の概要	
休暇の原因 付与日数

産前産後休暇
出産予定日６週間（多胎妊娠の場合は、14週間）前（出
産予定日を含む）から産後８週間（出産日の次の日か
ら）を経過するまでの期間

生後1年に達しない子を育てる
場合 １日２回それぞれ30分間

忌引の場合 10日以内でそれぞれ定める期間
妻の出産 ３日の範囲内でその都度必要と認められる期間
小学校就学の始期に達するまで
の子を看護する場合 一の年において５日の範囲内で必要と認められる期間

骨髄提供のために必要な検査、
入院等をする場合 その都度必要と認められる期間

（注）上記は主なものであり、その他、結婚休暇、ボランティア休暇などがあります。

（1）分限処分
　平成19年度において、７人が休職処分となりました。

（2）懲戒処分
　平成19年度において、１人が免職処分となりました。

許　可　件　数 主　な　理　由
職務専念義務免除 344 研修、厚生事業等
営利企業等従事 3 外郭団体の役員就任等

（1）職員の研修の概要	 （平成19年度）
区　　　　分 修了者数（人） 主　な　内　容

自　 主　 研　 修 24 自主研究グループ研修、通信教育講座
職　 場　 研　 修 7 OJTモデル研修

職場外研修
集合研修 621 新規採用職員研修、係長級研修、管理職研

修、グッドマナー研修など

派遣研修 34 埼玉県、自治人材開発センター、市町村ア
カデミーなど

（2）職員の人事評価の概要	 （平成19年度）
区　　　分 内　　　　　　　　　　容

評定の回数・時期 毎年２回・２月１日と11月１日を基準日とする
対 象 職 員 全職員（特別職、休職者および臨時職員等を除く）

評 定 の 方 法 ①業績に関する評価、②態度に関する評価、③知識・技能、理
解力、創意工夫、表現・応対力等の能力に関する評価を行う

（注）この評定結果は、人事異動（昇任等）および管理職のみ勤勉手当の支給額に反映し
ています。

（1）福利厚生制度の概要
内　　　　　　　　　　容

短 期 給 付 職員と被扶養者の病気・けが・出産・死亡・休業または災害に
対する給付

長 期 給 付 職員の退職・障がい・死亡に対して行う年金または一時金の給付
福 祉 事 業 健康の保持増進事業など

（2）公務災害の認定状況　　　　（平成19年度）
認　定　件　数

公　務　災　害 9
通　勤　災　害 0

　係属事案はなく、平成19年度に新たな措置要求はありませんでした。

　係属事案はなく、平成19年度に新たな不服申立てはありませんでした。

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の分限および懲戒処分の状況

職員の服務の状況
（平成19年度）

職員の研修および勤務成績の評定の状況

職員の福祉および利益の保護の状況

勤務条件に関する措置の要求の状況

不利益処分に関する不服の申立ての状況
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（1）職員採用試験の状況（平成19年度）	 （人）
受験区分 応　募　者 受　験　者 １次合格者 最終合格者

一般事務職 42 39 12 5
一般事務職（建築技師） 6 6 2 0
一般事務職（保育士） 19 19 7 3
保健師 3 3 3 2

計 70 67 24 10

（2）職員の退職の状況（H19.4.1～H20.3.31）　　　　（人）
定年退職 勧奨退職 普通退職 その他（死亡等）

23 4 26 3

（3）定員管理の状況	
　①　部門別職員数の状況（各年4月1日現在）	 （人）

区　分
部　門

職　　員　　数 対前年増減数平成19年 平成20年

一

般

行

政

部

門

議 会 6 6 －
総 務 133 128 ▲5
税 務 40 39 ▲1
民 生 111 112 1
衛 生 69 69 －
労 働 1 1 －
農 林 水 産 22 23 1
商 工 21 21 －
土 木 88 85 ▲3
小 計 491 484 ▲7

特別
行政

教 育 108 99 ▲9
小 計 108 99 ▲9

公
営
企
業
等

病 院 167 160 ▲7
水 道 30 30 －
下 水 道 17 16 ▲1
そ の 他 23 22 ▲1
小 計 237 228 ▲9

合　　　　　　　計 836 811 ▲25
（注）職員数は一般職（教育長含む）に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す

る休職者、派遣職員などを含み、臨時および非常勤職員を除いています。

秩父市人事行政の　　運営等の状況を公表
「秩父市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与　　や勤務条件、研修や福利厚生等について、主に平成19年度の状況を公表します。

なお、詳細については、市ホームページに掲載されているほ　　か、人事課（本庁舎２階）で閲覧することができます。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問人事課　☎２２－２２０７

職員の任免および職員数に関する状況

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（平成19年度末） 歳出額A 実質収支 人件費B 人件費率

（B/A）
平成
19年度

平成20年3月31日
70,081人

千円
29,149,016

千円
1,528,517

千円
4,757,312

％
16.3

（注）人件費には、特別職等に支給される給料、報酬等を含みます。

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料額の状況（平成20年4月1日現在）
区　　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職 大学卒 257,867円 ※1304,920円 ※2355,464円
高校卒 ※3217,840円 258,900円 ※4289,875円

※１経験年数14～16年、※２経験年数19～21年、※３経験年数9～12年、※４経験年
数19～21年の職員の平均額をそれぞれ記載しています。

（2）職員給与費の状況（普通会計予算）

区分 職員数
A

給　　　　　与　　　　　費 一人当た
り給与費
B/A給　　料 職員手当 期末･

勤勉手当 計　B

平成
20年度

人
570

千円
2,182,920

千円
400,911

千円
972,783

千円
3,556,614

千円
6,240

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
２　給与費は当初予算に計上された額です。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢状況（平成20年4月1日現在）
　①　一般行政職
区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩　父　市 42.6歳	 328,410円 395,100円 378,818円
国 41.1歳 325,113円 －円 387,506円

　②　技能労務職
区　　分 平 均 年 齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国ベース）
秩　父　市 51.4歳	 299,913円 328,903円 317,854円
国 48.9歳 284,679円 －円 320,623円

（注）１　「平均給料月額」とは、平成20年４月１日現在における各職種ごとの職員の基
本給の平均です。

２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手
当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公
務員給与実態調査において明らかにされているものです。

　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間
外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国
家公務員と同じベースで再計算したものです。

（4）職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）

区　　　分 秩父市 国
初任給 ２年後の給料 初任給 ２年後の給料

一般行政職 大学卒 172,200円 185,800円 172,200円 185,800円
高校卒 140,100円 149,800円 140,100円 149,800円

（8）職員手当の状況
　①　期末・勤勉手当（平成19年度）

秩　　　父　　　市
１人当たり平均支給額（平成19年度）

1,653千円
（平成19年度支給割合）
　　期末手当　　　　勤勉手当
　　　3.0月分　　　　 1.5月分
　　　（1.6）月分　　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　役職加算５％～20％

（6）一般行政職級別職員数の状況（平成20年4月1日現在）	 （人）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 計標準的な職務内容 主事補 主事 主任 主査 主幹 課長 次長 部長
職員数 12 42 74 121 57 77 29 15 427
構成比 2.8% 9.8% 17.3% 28.4% 13.4% 18.0% 6.8% 3.5% 100.0%

（注）１　秩父市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

（7）特別職の報酬等の状況（平成20年4月1日現在）
区　　　　分 給　料　月　額　等

給　　料 市　長 880,000円
副市長 749,000円

報　　酬
議　長 412,000円
副議長 361,000円
議　員 343,000円

期末手当

市　長
副市長

平成20年度支給割合
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分
計 4.40月分

議　長
副議長
議　員

平成20年度支給割合
６月期 2.10月分
12月期 2.30月分
計 4.40月分

退職手当
算定方式 支給時期

市　長 給料月額×在職月数×0.4025 任期毎副市長 給料月額×在職月数×0.2415

1

職員の給与の状況

　②　退職手当（平成19年度）
秩　　　父　　　市

（支給率）　 自己都合 　勧奨・定年
勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年　 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
その他の加算措置　定年前早期退職
　　　　　　　　　　　　　　特例措置
　　　　　　　　　　　（2%～20%加算）

※勤続年数等に応じ、勧奨による退職予定
特別昇給を実施

１人当たり平均支給額
　（自己都合） 5,447千円
　（勧奨・定年） 24,702千円

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給
割合です。
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10
月
26
日
、
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
と

荒
川
総
合
運
動
公
園
を
中
心
に
開
催
し

た
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
０
８
〜
元
気
で
い
こ
う
健
康
大
作

戦
〜
」
で
は
、
約
３
，
０
５
０
人
の
方

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

秩
父
会
場
で
は
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
な
ど
の
体
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
、
各
種

団
体
に
よ
る
体
験
種
目
コ
ー
ナ
ー
や
演

舞
、
小
学
生
対
抗
み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
、

団
体
対
抗
種
目
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
の
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
サ
ッ
カ
ー
「
球
舞
」
の
皆
さ

ん
に
は
、
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
指
導
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、「
あ
き
ら
め
ず
に

頑
張
れ
ば
必
ず
で
き
る
」
と
言
う
「
球

舞
」
の
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け
、
子
ど

も
た
ち
は
眼
を
輝
か
せ
、
熱
心
に
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

荒
川
会
場
で
は
、
乗
馬
体
験
、
ホ
ー

ム
ラ
ン
競
争
の
コ
ー
ナ
ー
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
卓
球
・
テ
ニ
ス
・
剣
道
の
体

験
の
ほ
か
、
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
に
ダ
ブ
ル

ダ
ッ
チ
の
チ
ー
ム
「
鸞ら

ん

か華
」
の
皆
さ
ん

を
招
き
、
２
本
の
縄
を
巧
み
に
駆
使
し

た
縄
跳
び
の
演
技
の
披
露
や
、
体
験
指

導
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
両
会
場
に
健
康
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
参
加
者
の
健
康
相
談
を

実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら

自
分
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
関
心
を
持

つ
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

団
体
対
抗
競
技
の
結
果
（
秩
父
会
場
）

小
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生
み
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ャ
ン
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ト
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問
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☎
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秩
父
第
二
中
学
校
の
藤
代
拓
真
さ
ん

（
３
年
生
）
が
、
全
国
の
精
鋭
ア
ス
リ

ー
ト
が
集
う
、
第
39
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
で
見
事
に
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

藤
代
さ
ん
は
、
や
り
投
げ
に
似
て
い

て
飛
距
離
を
競
う
「
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク

ス
ロ
ー
」
と
い
う
種
目
に
出
場
。
大
会

で
は
、
各
都
道
府
県
の
予
選
会
を
通
過

し
た
45
人
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
８
人
し

か
進
め
な
い
決
勝
に
進
出
し
、
結
果
は
、

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

入
賞
！

市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
報
告

　放送大学は、テレビなどの放送を利用して授業を行う通信制
の大学です。働きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽し
みたいなど、さまざまな目的で、幅広い世代の方が学んでいま
す。心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学など、幅広い
分野を学べます。
募集学生の種類
教養学部
○科目履修生（６か月在学し、希望する科目を履修）
○選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
○全科履修生（４年以上在学し、学士の学位習得を目指す）
大学院
○修士科目生（６か月在学し、希望する科目を履修）
○修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
受付期間　12月15日㈪～平成21年２月28日㈯
※無料で資料を送付しますので、お気軽にお問い合わせください。
問大宮情報文化センター内
　放送大学埼玉学習センター　〒330－0853　大宮区錦町682－２
　☎０４８－６５０－２６１１
放送大学ホームページ
URLhttp://www.u-air.ac.jp
放送大学埼玉学習センター秩父校
　放送大学の教材の約半数の複製を再視聴できる施設です。歴
史文化伝承館１階に開設されています。
問生涯学習課☎２３－２２９４

放送大学４月生徒募集

わ
ず
か
な
差
で
表
彰
台
に
は
手
が
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
７
位
入
賞
と
い
う

輝
か
し
い
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

　

野
球
部
に
所
属
し
て
い
た
藤
代
さ
ん

が
本
格
的
に
「
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
」

に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
部
活
を
引
退

後
。
放
課
後
や
夏
休
み
も
先
生
方
の
指
導

の
も
と
で
練
習
を
積
み
重
ね
、
掲
げ
た
入

賞
と
い
う
目
標
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。

全国で入賞した藤代さん

団体対抗競技
「ボールサンド
リレー」の様子

▲

▲「球舞」によ
るリフティン
グ指導を受け
る子どもたち
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本
年
も
５
月
を
「
赤
十
字
社
員
増
強

運
動
月
間
」
と
し
て
、
県
下
一
斉
に
こ

の
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
度
も
赤

十
字
に
対
し
て
の
深
い
ご
理
解
と
あ
た

た
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

目
標
額
を
上
回
る
良
好
な
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
奉
仕
い
た
だ
い
た
社
資
は
、
日
本

赤
十
字
社
の
諸
事
業
の
財
源
と
し
て
使

わ
れ
ま
す
。
秩
父
市
地
区
と
し
ま
し
て

は
、
な
お
一
層
市
民
福
祉
の
増
進
に
寄

与
し
た
い
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

略
儀
な
が
ら
紙
面
を
も
っ
て
ご
報
告

と
御
礼
の
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

　
　
　

秩
父
市
地
区
長　

栗
原　

稔

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
結
果
報
告

平成20年度

平成20年度
赤十字社員増強運動結果報告書

社資納入総額
５，７０２，３９０円
内訳
①各区町会からの納付金
３，４５０，８５７円
②特別協賛社員からの納付金
２，２５１，５３３円

日
本
赤
十
字
社
の
主
な
事
業

⑴
国
際
活
動　

各
国
の
赤
十
字
社
と
と
も

に
紛
争
や
自
然
災
害
へ
の
救
援
活
動

⑵
災
害
救
助
事
業　

災
害
発
生
地
に
お

け
る
被
災
者
や
傷
病
者
の
救
護
活
動

⑶
地
域
医
療
の
推
進

⑷
看
護
師
の
養
成

⑸
血
液
事
業　

血
液
の
確
保
・
献
血
思

想
の
普
及

⑹
各
種
講
習
会　

救
急
法
・
家
庭
看
護

法
等
の
講
習

⑺
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

赤
十
字
の

諸
活
動
の
原
動
力
と
な
る
赤
十
字
奉

仕
団
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

⑻
青
少
年
赤
十
字　

世
界
の
平
和
と
人

類
の
福
祉
に
貢
献
で
き
る
人
づ
く
り

の
推
進

⑼
社
会
福
祉　

老
人
お
よ
び
障
が
い
者

の
福
祉
の
向
上

問
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
を
、
支
援
を
必
要
と

す
る
世
帯
等
に
配
分
し
ま
す
。

■
地
域
配
分

対　

象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
世
帯

①
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
生
活
困
窮
状
態
が
著
し
い
こ
と

③
世
帯
構
成
者
全
員
が
平
成
20
年
度
市

県
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

※
生
活
保
護
世
帯
、
施
設
・
病
院
等
に

入
所
（
入
院
）
し
て
い
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

配
分
金
額　

１
世
帯
１
０
，
０
０
０
円

申
込
締
切　

平
成
21
年
２
月
27
日
㈮

■
ひ
と
り
親
世
帯
小
・
中
学
校
新
入
学

支
度
金

対　

象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
世
帯

①
市
内
在
住
で
、
ひ
と
り
親
世
帯
（
祖

父
母
と
の
同
居
を
除
く
）
か
、
父
母

の
な
い
幼
児
を
扶
養
し
て
お
り
、
平

成
21
年
４
月
に
小
学
校
・
中
学
校
に

入
学
予
定
で
あ
る
こ
と

②
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

③
生
活
保
護
受
給
中
で
な
い
こ
と

配
分
金
額

　

小
学
校
…
一
人
１
５
，
０
０
０
円

　

中
学
校
…
一
人
２
０
，
０
０
０
円

申
込
締
切　

平
成
21
年
２
月
27
日
㈮

■
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
配
分

対　

象　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
団
体

①
平
成
20
年
４
月
以
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
始
め
、
市
内
で
活
動
を
し

て
い
る
会
員
３
人
以
上
の
団
体

②
秩
父
市
お
よ
び
社
協
か
ら
補
助
金
等

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③
平
成
17
年
度
〜
平
成
19
年
度
当
配
分

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

配
分
金
額　

一
団
体
１
０
，
０
０
０
円
以
内

申
込
締
切　

12
月
22
日
㈪

※
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
左
記
ま
で

問
秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所

　

秩
父
☎
22

－

１
５
１
４

　

吉
田
☎
77

－

１
１
７
７

　

大
滝
☎
55

－

０
８
４
７

　

荒
川
☎
54

－

２
９
６
８

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を

配
分
し
ま
す

　

秩
父
農
工
科
学
高
校
の
フ
ー
ド
デ
ザ

イ
ン
科
の
２
年
生
３
人
（
田
島
清
貴
さ

ん
、
羽
鳥
莉
沙
さ
ん
、
久
保
田
真
司
さ

ん
）が
、「
全
国
高
校
生
ク
ッ
キ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
」
で
、
初
出
場
で
第
１
位
の

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
11
月
２
日
に
大
阪
市
で
開

か
れ
、
全
国
52
チ
ー
ム
の
中
か
ら
一
次

審
査
を
通
過
し
た
８
チ
ー
ム
が
参
加
。

同
校
チ
ー
ム
の
料
理
は
、『
秩
父
の
四

季
〜
春
夏
秋
冬
〜
』
と
題
し
て
、
春
の

芝
桜
や
冬
の
夜
祭
な
ど
を
表
現
し
た
４

品
の
構
成
で
、
郷
土
の
特
産
品
を
使
い
、

秩
父
の
自
然
の
豊
か
さ
・
美
し
さ
を
見

事
に
表
現
し
た
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
後
、
日
本
一
の
報
告
に
栗
原
市

長
を
訪
ね
、「
い
い
料
理
人
に
な
れ
る

ね
」
と
激
励
を
受
け
た
３
人
は
、
時
折

見
せ
る
笑
顔
に
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
満

足
感
と
達
成
感
を
覗の

ぞ

か
せ
て
い
ま
し
た
。

初
出
場
で
日
本
一

高
校
生
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp

報告に訪れた生徒
の皆さん（上）と
受賞作品のランチ
プレート
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ちちぶバイオマス元気村発電所　視察・見学者受付中！

吉田元気村の足湯利用料金は中学生以上100円、小学生50円　好評営業中！

実施期間　平成19年11月～平成20年10月
期間中の視察・見学者数　2,417人
アンケート協力者数　　　1,146件

バイオマス発電所等に対する感想・意見

　秩父市では、木質バイオマス発電事業をはじめとして、バイオディーゼル燃料製造、スギチップ・炭によ
る水浄化設備など、地域にある資源を有効利用し、地球温暖化などの環境問題に対する対応を積極的に行っ
ています。
　昨年度一年間で約2,800人の方が、視察や見学、環境学習に訪れました。特に、次世代を担うたくさんの
子どもたちが環境学習のために訪れ、山を守ることが地球温暖化対策につながること、水を守ることの重要
性などを認識し、環境保全活動の必要性を感じていただきました。
　市では、これからも大勢の方に吉田元気村へ訪れていただき、地球温暖化対策をはじめとする、地球環境
保全への活動を市民の皆さんとともに推進していきたいと考えています。
問地域エネルギー・環境対策課　☎２２－２３７８

など、多くのご意見をいただきました。

・バイオマスは、発電するだけだと思っていたけ
ど、熱も有効利用できて、しかも柱や板にでき
ない部分を使っているなんて、とても環境の事
を考えているなと思いました。もっと、こうい
う良い施設が増えるといいと思いました。

・何となく、バイオマスみたいな事はTVなどで見た
ことがあったけど、実際にバイオマス発電所の説
明、見学をさせていただき、凄いことだし、これか
らの時代には、必要な事だと思いました。自分でも
できる限りのことはして、環境を守りたいです。

ちちぶバイオマス元気村発電所・てんぷら油リサイクル工場
～視察・見学者のアンケート集計結果報告～
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平成20年10月契約分　公共工事の発注状況の公表
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）

問工事の内容…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６

（一般競争入札）
契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格

（税込／円）
契約金額

（税込／円）
落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

９日 １月30日 大滝幹線４号線道路改築工事 大滝地内 9,828,000 8,557,500 87.07 ㈱磯田建設
大滝総合支所
地域振興課
55－0861

９日 １月30日 下吉田88・330号線舗装工事 下吉田地内 16,380,000 13,440,000 82.05 駒井建設興業
㈱

吉田総合支所
地域振興課
72－6083

９日 １月30日 下水道管渠築造工事４工区 大野原地内 17,850,000 15,225,000 85.29 ㈱松岡組
地域整備部
下水道課
25－5218

９日 ２月27日 大滝幹線13号線道路改築工事 大滝地内 38,220,000 36,750,000 96.15 ㈱サンセイ
大滝総合支所
地域振興課
55－0861

９日 ３月６日 荒川白久９号線道路改築工事 荒川白久地内 9,681,000 8,872,500 91.65 ㈲横田工務店
荒川総合支所
地域振興課
54－2114

９日 ３月６日 荒川上田野112・113号線道路改築
工事 荒川上田野地内 10,710,000 9,943,500 92.84 ㈲横田工務店

荒川総合支所
地域振興課
54－2114

９日 ３月10日 強石第２・強石第３地区地籍調査
業務委託 大滝字強石地内 12,285,000 9,345,000 76.07 秩父測量設計

㈱
大滝総合支所
地域振興課
55－0861

９日 ３月13日 森林管理道大達原線開設工事 大滝地内 28,560,000 25,672,500 89.89 吉岡建設㈲
大滝総合支所
地域振興課
55－0861

９日 ３月24日 下水道管渠築造工事３工区 上影森他地内 21,420,000 19,110,000 89.22 ㈲山口土建
地域整備部
下水道課
25－5218

10日 １月31日 中央330号線配水管布設替工事 上宮地町地内 13,335,000 10,605,000 79.53 ㈲喜多園水道
部

水道部
工務課

25－5222

10日 １月31日 中央359・365・620号線配水管布
設替工事

熊木町・上野町地
内 13,335,000 10,741,500 80.55 ㈱萩原工務店

水道部
工務課

25－5222

10日 １月31日 中央472・473号線配水管布設替工
事 上町地内 32,340,000 24,979,500 77.24 ㈱萩原工務店

水道部
工務課

25－5222

10日 １月31日 中央227・256号線配水管布設替工
事

金室町・柳田町地
内 32,340,000 24,990,000 77.27 ㈲中島土木

水道部
工務課

25－5222

10日 ３月６日 森林管理道漆木白岩線舗装工事 吉田石間地内 19,950,000 14,962,500 75.00 ㈱山口組
吉田総合支所
地域振興課
72－6083

10日 ３月24日 清流園受電設備改修工事 荒川上田野1583番
地 15,225,000 12,600,000 82.76 共和電機㈱

環境農林部
秩父環境衛生センター清流園

54－0232

10日 ３月24日 幹線63号線道路改築工事 大野原地内 33,810,000 25,399,500 75.12 有隣興業㈱
地域整備部

道路課
25－5213

15日 ３月24日 大野原１号汚水枝幹線築造工事Ａ
工区 大野原地内 53,970,000 50,925,000 94.36 秩父土建㈱

地域整備部
下水道課
25－5218

22日 １月30日 幹線７号線道路舗装工事【総合評
価方式】 伊古田地内 9,660,000 7,455,000 77.17 ㈱下山工務店

地域整備部
道路課

25－5213

（指名競争入札）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

14日 ３月24日 汚水処理施設整備交付金第303工
区管路施設工事 久那・別所地内 34,650,000 26,817,000 77.39 ㈱斎藤組

環境農林部
農業振興課
25－5210

（随意契約）

契約日 完成予定日 工　　事　　名 工事場所 予定価格
（税込／円）

契約金額
（税込／円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

６日 ３月24日 沢戸地内配水管布設替工事実施設
計業務委託 吉田石間地内 5,565,000 5,145,000 92.45 ㈳埼玉県水道

協会
水道部

吉田事務所
72－6085

14日 ３月19日 秩父市道路管理システム拡張業務
委託 市内全域 9,450,000 9,450,000 100.00 東武計画㈱

地域整備部
管理用地課
25－5212

14日 ３月19日 秩父市道路台帳補正作業委託 旧秩父市全域 10,605,000 10,500,000 99.01 東武計画㈱
地域整備部
管理用地課
25－5212
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水 道 管 は 寒 ～ い の が キ ラ イ ！
も う お 済 み で す か 、 水 道 管 の 冬 じ た く

☆
布
切
れ
等
を
巻
く

　

水
道
管
や

水
栓
に
、
乾

い
た
布
や
毛

布
ま
た
は
専

用
の
保
温
材

を
巻
き
、
そ
の
上
を
濡
れ
な
い
よ
う
ビ

ニ
ー
ル
で
お
お
う
。

☆
水
抜
き
バ
ル
ブ
を
取
り
付
け
る

　

立
ち
上
が
り
部
分
の
水
を
抜
い
て
し

ま
う
た
め
の
も
の
（
取
り
付
け
の
際
は
、

秩
父
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

☆
布
切
れ
等
で
包
む

　

布
や
毛
布
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、

メ
ー
タ
ー
全
体
を
包
む
。

☆
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
覆
う

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
空
箱
を
、
ボ
ッ

ク
ス
に
合
わ
せ
板
状
に
切
っ
て
お
お
う
。

　

な
お
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
細
か
く

切
っ
て
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
れ
て
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
検
針
に
支
障
が
あ

る
の
で
、
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
詰
め
て
か
ら
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
っ
た
水
栓
や

水
道
管
に
、
タ
オ

ル
を
か
け
て
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く

り
と〝
ぬ
る
ま
湯
〞

を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。〝
熱
湯
〞
は
、

絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。
破
裂

や
ヒ
ビ
割
れ
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

も
し
も
、
凍
結
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
を
締
め
、
す
ぐ
に
秩
父
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理

し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
が
い
っ
た
ん
破
裂
す
る
と
、

大
変
不
便
で
生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま

す
。ま
た
、大
切
な
水
を
む
だ
に
す
る
ば

か
り
か
、
工
事
費
用
な
ど
経
済
的
に
も

大
き
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
冬
場
を
事
故
な
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
水
道
施
設
を
大
切
に
正
し
く
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
水
道
部
工
務
課
☎
25

－

５
２
２
２

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
水
道
事
務
所

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
５

　

大
滝
☎
55

－

０
３
０
０

　

荒
川
☎
54

－

２
３
９
７

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き

ま
し
た
。
冬
は
、
水
道
管
が
一
番
苦
手

な
季
節
で
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃

以
下
に
な
る
と
、
水
道
管
や
水
栓
（
蛇

口
）
の
水
が
凍
っ
て
破
裂
す
る
な
ど
の

凍
結
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
ご
家
庭

内
の
水
道
管
や
水
栓
に
も
早
め
の
冬
じ

た
く
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

凍
結
防
止
方
法

水
道
が
凍
っ
て

出
な
い
と
き
は
？

と　

き 

12
月
20
日
㈯
午
後
７
時
〜

今
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
ナ
イ
ト
だ
よ
！

★
サ
ン
タ
さ
ん
大
忙
し
ゲ
ー
ム

　
（
女
子
大
生
企
画
・
主
催
）

★
秩
父
一
「
サ
ン
タ
さ
ん
と
遊
ぼ
う
」

★
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
盛
り
沢
山
！

☆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
（
出
店
者
ま
だ
ま
だ
募
集
中
）

★
一
足
早
い
来
年
の
干
支
「
丑
」

　
『
牛
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
』

★
福
引
大
会
…
参
加
方
法
【
ナ
イ
ト

バ
ザ
ー
ル
開
催
時
に
福
引
き
会
場
へ

市
報
ち
ち
ぶ
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
の

福
引
き
に
一
回
（
お
一
人
様
一
枚
ま

で
）
参
加
で
き
ま
す
。】
市
報
は
お

返
し
い
た
し
ま
す
。
景
品
は
な
く
な

り
次
第
終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
に
て
。済

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
２
３
７
回

２
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
い
て

　
　
　
　

通
常
販
売
し
て
お
り
ま
す
！

有
効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
！

ご
贈
答
に
も
是
非
お
使
い
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

発
売
所　

市
内
36
店
舗

　
　
　
　
　

加
盟
店　

加
盟
店
シ
ー
ル

　
　
　
　
　

掲
示
の
市
内
商
店
街
や
大

　
　
　
　
　

型
店
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
４
６
８
店
舗
）

〜
お
知
ら
せ
〜

　

和
銅
奉
献
千
三
百
年
記
念
の
秩
父
市

共
通
商
品
券
「
和
同
開
珎
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
21

年
３
月
31
日

ま
で
の
使
用

期
限
と
な
り

ま
す
の
で
お

早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
本
初
コ
イ
ン
型

秩
父
市
共
通
商
品
券「
和
同
開
珎
」

12
月
20
日
㈯
〜
12
月
30
日
㈫

《
３
億
円
が
当
た
る
か
も
！
》

　

み
や
の
か
わ
商
店
街
で
お
買
い
物
し

て
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
当
た
る
福

引
き
（
12
月
26
日
㈮
〜
30
日
㈫
）
に
参

加
し
よ
う
。

　

詳
し
く
は
12
月
20
日
㈯
の
チ
ラ
シ
で

チ
ャ
ン
ス
カ
ー
ド
セ
ー
ル

凍
結
に
よ
る

事
故
が
発
生
し
た
ら
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皆
さ
ん
は
、「
聞
く
こ
と
」
と
、「
話

す
こ
と
」、
ど
ち
ら
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
か
?

　

も
ち
ろ
ん
話
を
す
る
こ
と
も
大
事
で

す
が
、
そ
れ
以
上
に
話
を
聞
く
こ
と
は

重
要
な
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
話
を
親
身
に
な
っ
て
聞
い
て

く
れ
る
こ
と
は
、
実
に
満
足
感
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
事
実
に
は
多
く
の
人
が
気
づ
い
て
い

ま
せ
ん
。
家
庭
や
職
場
な
ど
で
、
人
間

関
係
で
悩
ん
で
い
る
人
の
多
く
は
、「
話

の
聞
き
方
」
に
問
題
が
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
の
で
す
。

　

「
話
す
方
」
は
、
真
剣
に
話
を
聞
い

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
の
に
「
聞
く

方
」
は
う
わ
の
空
。
こ
れ
で
は
人
間

関
係
が
悪
く
な
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。

そ
こ
で
今
月
号
で
は
、
聞
き
上
手
に
な

る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
教
え
し
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
「
聞
く
こ
と
」

このページを折りにふれてご覧いただき、日ごろのおもてなしにお役立てください。

お
も
て
な
し
の
実
践
編

が
重
要
な
理
由
を
ご
説
明
し
ま
す
。

①
聞
け
ば
情
報
が
入
っ
て
き
ま
す

　

聞
け
ば
相
手
が
何
を
考
え
て
い
る
の

か
わ
か
り
ま
す
。
相
手
の
ニ
ー
ズ
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
知
り
、
先
手
を
と
り

ま
し
ょ
う
。

②
聞
く
こ
と
で
仲
良
く
な
れ
ま
す

　

聞
く
こ
と
で
あ
な
た
と
相
手
と
の
共

通
点
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
は
自
分
と
似
た
人
を
好
き
に
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
の
で
、
共
通
点
が
見

つ
か
る
こ
と
で
友
好
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
相
手
が
自
己
満
足
し
ま
す

　

人
は
話
を
聞
い
て
も
ら
う
と
、
安
心

聞
き
上
手
は
話
し
上
手

感
や
自
尊
心
が
満
た
さ
れ
ま
す
。
あ
な

た
も
話
す
こ
と
で
心
が
癒
さ
れ
た
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

④
相
手
の
人
間
性
が
わ
か
り
ま
す

　

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
の
人
間
性

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
今
後
の
対
応
や
付
き
合
い
に
大

い
に
役
立
ち
ま
す
。

①
相
手
を
安
心
さ
せ
る「
う
な
ず
き
効
果
」

　

「
う
な
ず
く
」
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
効
果
に
大
き
な
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
人
の
話
を
聞
く
と
き
に
は
、

大
き
く
う
な
ず
い
て
く
だ
さ
い
。
相
手

は
う
な
ず
い
て
い
る
あ
な
た
に
対
し
て
、

真
剣
に
聞
い
て
く
れ
て
い
る
と
満
足
す

る
で
し
ょ
う
。

②
年
配
の
方
に
効
果
的
な
「
あ
い
づ
ち

効
果
」

　

う
な
ず
く
の
は
確
か
に
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
た
だ
黙
っ
て
う
な
ず
い
て
い

る
だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
声
を
出
し

て
あ
い
づ
ち
を
打
ち
ま
し
ょ
う
。
そ
の

時
、
相
手
の
話
に
大
い
に
感
動
し
た
り
、

驚
い
た
り
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

③
言
葉
の
確
認
も
で
き
る
「
繰
り
返
し

効
果
」

　

話
の
途
中
に
、
相
手
の
言
葉
を
繰
り

返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
の
確
認
に

も
な
り
ま
す
し
、「
私
の
話
を
聞
い
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
相
手
も
安
心

を
し
て
、
話
を
続
け
て
く
れ
ま
す
。

④
誠
意
を
伝
え
る
「
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト

効
果
」

　

「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
い
」
と

も
言
わ
れ
、欧
米
で
は
「
目
は
心
の
窓
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
目
に
は
人
間

性
や
性
格
が
出
て
来
る
も
の
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
。
相
手
の
話
を
聞
く
と
き
は
、

ま
ず
何
よ
り
も
「
私
は
あ
な
た
の
話
に

集
中
し
て
い
ま
す
」
と
い
う
こ
と
を
態

度
で
示
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

⑤
相
手
を
話
す
気
に
さ
せ
る「
質
問
効
果
」

　

質
問
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、「
あ

な
た
の
話
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。
相

手
の
話
を
う
わ
の
空
で
聞
い
て
い
て
、

質
問
が
で
き
な
い
、
な
ん
て
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
以
上
の
事
を
実
践
し
て
い
け

ば
、
あ
な
た
も
聞
き
上
手
に
な
る
こ
と

間
違
い
な
し
！

　

そ
し
て
、
話
す
と
き
は
、「
明
る
く
・

は
っ
き
り
・
大
き
な
声
」
で
最
高
の
笑

顔
を
添
え
て
、
お
も
て
な
し
を
し
ま

し
ょ
う
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
教
え
し
ま
す
。

な
ぜ
聞
く
こ
と
が
重
要
な
の
?

聞
き
上
手
に
な
る
た
め
の

５
つ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク



だ
き
、
市
立
保
育
園
児
の
農
業
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に「
は

た
け
先
生
」
と
呼
ば
れ
、
一
緒
に
泥
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
収
穫
す
る
喜
び
は

何
に
も
変
え
が
た
い
楽
し
み
で
す
。

　

さ
ら
に
、
秩
父
農
工
科
学
高
校
の
先

生
方
の
協
力
の
も
と
、
野
菜
栽
培
教
室

を
開
催
し
て
お
り
、
現
在
で
は
60
人
以

上
の
方
が
受
講
さ
れ
、
野
菜
作
り
の
輪

が
秩
父
地
域
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
参
加
者
を
都
心
部
か
ら
も

募
り
、
農
業
体
験
を
通
し
た
交
流
の
輪

が
一
層
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
秩
父
市
農
業
福
祉
会（
小
石
川
書
店
内
）

　

☎
22

－

５
４
８
６

　

今
日
、
食
料
自
給
率
の
低
下
が
深
刻

な
状
況
に
あ
る
な
か
で
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
る
全

国
的
な
農
地
の
遊
休
化
が
進
ん
で
お
り
、

秩
父
で
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
最
近
全
国
で
地
域
活
性
化
の
も

と
に
定
年
退
職
者
な
ど
の
高
齢
者
を
中

心
に
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
農
業
再

生
へ
の
帰
農
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

秩
父
市
農
業
福
祉
会
は
、
平
成
15
年

に
楽
農
ク
ラ
ブ
が
市
主
催
の
農
地
再
生

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
事
業
に
参
加
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
同
様
に
ア
マ

チ
ュ
ア
集
団
で
農
業
に
挑
戦
し
て
い
る

大
野
原
蕎
麦
の
会
や
恒
持
農
業
委
員
会

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
農
業
を
通
し
て

市
内
教
育
関
係
機
関
と
連
携
し
、
社
会

福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
平
成
16
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
市
内
在

住
の
高
齢
者
で
、
慣
れ
な
い
農
作
業
と

仲
間
と
の
交
流
を
通
し
て
、
健
康
で
楽

し
い
人
生
を
送
ろ
う
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
農

業
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う

た
め
、
農
地
所
有
者
の
ご
理
解
を
い
た

問 べ
り
で
き
る
時
間
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
子
育
て
中
の
マ
マ
や

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
、
各
自

が
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
っ
て
運
営
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
関
わ
る

団
体
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
ま
す
。
子

育
て
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
に

興
味
あ
る
方
は
い
つ
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？ 

ま

た
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　

今
年
度
は
、
来
年
２
月
22
日
㈰
に
、

歴
史
文
化
伝
承
館
で
、
親
子
で
音
楽
を

楽
し
む
「
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ
」
や
「
ち
ち

ぶ
の
子
育
て
情
報
マ
ッ
プ
」
作
り
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
先
な

ど
詳
し
く
は
、
ミ
ニ
コ
ミ
☆
ほ
し
う
さ

ぎ
の
冬
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
育
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☆
ほ
し
う
さ
ぎ

chichibu_hosi_usagi@
yahoo.co.jp

　

こ
ん
に
ち
は
。
私
た
ち
「
秩
父
育
自

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
☆
ほ
し
う
さ
ぎ
」
は
、

埼
玉
県
の
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
立
ち

上
げ
応
援
事
業
と
し
て
、
子
育
て
当
事

者
が
中
心
と
な
り
、
３
年
前
か
ら
活

動
・
運
営
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。「
育
児
は
育
自
」
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
ど
も
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
育

ち
た
い
と
の
願
い
で
、「
育
自
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
子
育
て
情
報
誌
「
ミ

ニ
コ
ミ
☆
ほ
し
う
さ
ぎ
」
の
年
３
回
発

行
や
、
保
育
付
き
講
座
の
「
カ
レ
ッ
ジ

☆
ほ
し
う
さ
ぎ
」、
月
１
回
の
お
し
ゃ

べ
り「
子
育
て
サ
ロ
ン
」、年
１
回
の「
ミ

ニ
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
の
開
催
で
す
。

　

ミ
ニ
コ
ミ
は
、
乳
幼
児
の
集
ま
る
場

所
や
お
店
な
ど
に
配
布
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
初
め
て
の
マ
マ
や
秩
父
に

引
っ
越
し
て
き
た
方
に
も
わ
か
る
も
の

を
と
考
え
情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

カ
レ
ッ
ジ
は
、
日
常
生
活
の
気
分
転
換

と
し
て
、
手
作
り
ア
ー
ト
や
ダ
ン
ス
・

学
習
会
な
ど
を
行
い
、
ス
タ
ッ
フ
も
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子
育
て
サ
ロ

ン
は
、親
子
で
ゆ
っ
た
り
遊
び
、お
し
ゃ

子育て情報誌「ミニコミ☆ほしうさぎ」

秩
父
育
自
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☆
ほ
し
う
さ
ぎ

182008年12月号

秩
父
市
農
業
福
祉
会

▲農業体験を通して
交流の輪を広げて
いきます！

毎年子どもたちが
楽しみにしている
サイマイモ掘り　

▲
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バ
イ
ザ
ー
と
し
て
秩
父
へ
Ｕ
タ
ー
ン
さ

れ
た
ご
夫
婦
に
よ
り
、
移
住
者
同
士
の

交
流
も
始
ま
り
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
居
住
地
域
で
も
地
元
の

方
々
の
温
か
い
心
に
触
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
ス
ム
ー
ズ
に
秩
父
の
魅

力
を
満
喫
で
き
て
い
る
と
い
っ
た
お
話

も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

11
月
８
日
に
は
数
名
の
田
舎
生
活
実
践

者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
秩
父
で
の
生
活

体
験
談
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
少
し
で
も
多
く
の
方
々

が
秩
父
の
魅
力
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

「
ち
か
い
な
か
」
と
し
て
住
ん
で
い
た

だ
け
る
地
域
に
な
れ
ば
と
総
勢
20
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
同
じ
考
え
を
持
っ

て
い
る
秩
父
の
方
々
か
ら
の
連
絡
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

ち
か
い
な
か
活
動
を
お
知
り
に
な
り

た
い
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ち
か
い
な

か
秩
父
、
元
気
埼
玉
）
や
雑
誌
（『
田

舎
暮
ら
し
の
本
』
12
月
号
、
ノ
ジ
ュ
ー

ル
）
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
田
舎
生
活
創
造
工
房
☎
53

－

８
１
１
８

　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
広
域
秩

父
産
業
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｄ

Ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｂ
ｕ
）
の
分
科
会
活
動

と
し
て
、
都
会
の
人
た
ち
に
、
秩
父
で

人
と
の
ふ
れ
あ
い
や
ふ
る
さ
と
創
造
の

あ
る
田
舎
生
活
が
で
き
る
交
流
・
二
地

域
居
住
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
19
年

４
月
に
「
ち
か
い
な
か
分
科
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。「
ち
か
い
な
か
秩
父
」

と
い
う
名
前
に
は
、
近
い
田
舎
・
ち
か

し
い
仲
間
・
誓
い
合
う
秩
父
と
い
う
意

味
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

秩
父
全
域
の
行
政
と
明
治
大
学
政
治

経
済
学
部
と
の
連
携
の
も
と
、
秩
父
地

域
の
人
口
減
・
機
能
低
下
集
落
へ
の
対

応
、
古
民
家
の
再
生
・
遊
休
地
の
活
用
、

消
費
の
向
上
、
人
生
の
第
二
ス
テ
ー
ジ

（
労
働
提
供
）
な
ど
の
視
点
で
地
域
の

活
性
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
田
舎
生
活
を
希
望
さ
れ
る
35

組
の
方
々
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
二
地
域
居
住
か
ら

始
め
、
現
在
は
定
住
を
さ
れ
て
い
る
60

歳
代
の
ご
夫
婦（
農
業
実
践
者
）、横
浜

と
秩
父
の
二
地
域
居
住
者
を
さ
れ
て
い

る
50
歳
代
の
方
（
週
末
生
活
者
）、
30

歳
代
で
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
オ
ー
プ

ン
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
加
え
、
移
住
ア
ド

「
Ⓡ
ち
か
い
な
か
秩
父
」
の活動

11月８日に実施したツアーの様子

割
を
担
い
、
活
性
化
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
、
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
紅

葉
ま
つ
り
や
氷
壁
見
学
ツ
ア
ー
な
ど
、

秋
や
冬
の
イ
ベ
ン
ト
一
覧
の
チ
ラ
シ
を

作
成
し
て
お
り
、
関
係
機
関
や
団
体
に

配
布
し
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
独
自
の
取
り
組
み
で
は
、
ガ

イ
ド
の
派
遣
や
大
滝
紅
葉
ま
つ
り
の
一

環
と
し
て
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
た
伝
統
の

技
を
体
験
し
、
訪
れ
た
観
光
客
の
参
加

を
得
た
「
中
津
川
え
ん
が
わ
塾
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
地
域
を

広
げ
た
取
り
組
み
を
展
開
し
、
荒
川
源

流
域
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な
る
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
Ν
Ρ
Ο
も
り
と
水
の
源
流
文
化
塾

（
代
表
：
山
中
）
☎
56

－

０
０
５
０

　

こ
の
塾
は
、
豊
か
な
自
然
資
源
は
も

ち
ろ
ん
、
自
然
に
育
ま
れ
た
歴
史
・

文
化
資
源
、
暮
ら
し
の
中
の
知
恵
や

技
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
守
り
、
活
用

し
、
伝
え
て
き
た
人
的
資
源
を
、
大
滝

独
自
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
資
源
と
し
て
保

全
・
活
用
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

Ν
Ρ
Ο
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
荒
川
源
流
域
で
あ
る
大

滝
地
域
を
対
象
と
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー

の
企
画
や
運
営
、
体
験
学
習
等
へ
の
講

師
・
ガ
イ
ド
の
派
遣
を
行
う
一
方
、
森

林
の
調
査
・
研
究
と
そ
の
保
全
・
管

理
・
活
用
を
図
る
た
め
、
市
内
や
荒
川

下
流
域
の
団
体
お
よ
び
小
学
校
か
ら
大

学
の
機
関
ま
で
、
環
境
教
育
の
視
点
か

ら
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
川
の
水
源
地
で
あ
る
源
流

域
の
森
林
の
保
全
・
再
生
を
図
る
と
と

も
に
、
大
滝
地
域
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
振
興
に
取
り
組
む

た
め
、
秩
父
の
資
源
で
あ
る
自
然
や

歴
史
文
化
を
伝
え
る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
企

画
・
運
営
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
地
域

振
興
や
観
光
に
関
連
す
る
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
図
る
だ
け
で
な
く
、〝
お
お

た
き
源
流
ツ
ー
リ
ズ
ム
〞
の
事
務
局
と

し
て
、
荒
川
水
源
地
域
で
あ
る
大
滝
地

域
の
個
性
と
魅
力
を
一
元
的
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
滝
地
域
の
役

Ν
Ρ
Ο
も
り
と

水
の
源
流
文
化
塾

二
地
域
居
住
・
交
流
居
住
の
推
進

自然に親しむエコツアーの様子

※今月号から、ちちぶ夢創りおもてなし協議会とともに、「おもてなしのまちづくり」を行っている団
体も紹介しています。
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守
り
本
尊
と
は
、
生
ま
れ
た
年
の

十
二
支
に
よ
っ
て
守
護
し
て
く
れ
る
仏

様
が
定
ま
っ
て
い
る
と
い
う
信
仰
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。
秩
父
地
域
で
は
、
秩

父
十
三
仏
霊
場
の
う
ち
、
秩
父
市
、
皆

野
町
、
小
鹿
野
町
に
あ
る
８
つ
の
仏
様

が
、
十
二
支
の
守
り
本
尊
に
該
当
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
賑
や
か
な
祭
り
が

開
か
れ
る
３
つ
の
寺
を
、
縁
日
と
合
わ

せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

虚
空
蔵
寺
は
、
室
町
時
代
の
中
ご
ろ
、

秩
父
妙
見
宮
（
秩
父
神
社
）
の
鬼
門

除
け
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、

秩
父
神
社
の
方
向
に
向
け
て
建
て
ら
れ

て
お
り
、
地
元
で
は
「
虚
空
蔵
様
」
の

呼
び
名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

御
本
尊
の
虚
空
蔵
菩
薩
は
、
養
蚕
の

守
り
本
尊
と
し
て
、
ま
た
、
丑う

し

・
寅と

ら

歳

生
ま
れ
の
人
の
守
り
本
尊
と
し
て
厚
い

信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

Ｑ１　冬の風物詩として有名な氷柱がある地域は？
①大滝　②吉田　③荒川　　

Ｑ２　さつまいもを干して作る食べ物は？
　　①ポテト　②切干し　③芋けんぴ

おもてなしクイズ
※解答は25ページの欄外

十
二
支
守
り
本
尊
と
縁
日

冬
の
夜
空
に
き
ら
め
く
☆
☆
☆
！

　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
の
森

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
て
、
水
面
に
映
え
る

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
造
形
作
品
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
友
達
、
そ
し
て
恋
人
同

士
で
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
夜
に
語
り
合
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

☆
平
成
21
年
１
月
12
日
（
月
・
祝
）ま
で

　

午
後
５
時
～
９
時

　

寒
い
の
で
暖
か
く
し
て
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

問
ふ
る
さ
と
創
造
課
☎
22

－

２
８
２
３

俣
耕
地
に
大
日
堂
を
建
立

し
、
大だ

い

日に

ち

如に

ょ

来ら

い

を
安
置
し

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
現

在
の
堂ど

う

宇う

（
本
堂
）
は
、

文
政
３
年
（
１
８
２
０
）

の
再
建
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
10
月
の
第
４
土
・

日
曜
日
は
大
日
様
の
縁
日

で
、
賑
や
か
な
日
と
な
り
、

両
日
に
わ
た
っ
て
勇
壮
な

「
浦
山
の
獅
子
舞
」
が
披

露
さ
れ
ま
す
。

　

大
日
如
来
は
、
未

ひ
つ
じ

・
申さ

る

歳
生
ま
れ
人
の
守
り
本
尊

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

境
内
は
祈
願
者
で
い
っ
ぱ

　

虚
空
蔵
寺
の
縁
日
は
、
１
月
13
日
を

中
心
に
行
わ
れ
ま
す
が
、
12
日
の
夕
刻
と

も
な
る
と
沿
道
に
小
正
月
の
縁
起
物
を

売
る
露
店
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
い
を
見
せ

は
じ
め
ま
す
。
12
日
は
午
後
８
時
か
ら
10

時
が
も
っ
と
も
人
出
が
多
く
、
13
日
の
昼

す
ぎ
ま
で
続
き
、
各
地
か
ら
二
日
間
で
多

く
の
参
拝
者
が
あ
り
ま
す
。

　

札
所
11
番
常

じ
ょ
う

楽ら

く

寺じ

の
本
堂
に
は
、

御
本
尊
の
十
一
面
観
音
の
ほ
か
に
、
普

賢
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

４
月
20
日
は
普
賢
菩
薩
の
縁
日
で
、「
普

賢
菩
薩
星
祭
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
星
祭
り
は
、
普
賢
菩
薩
を
守
り

本
尊
と
す
る
辰た

つ

・
巳み

歳
生
ま
れ
の
人
た

ち
の
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
す
。
当
日
は
、

一
日
中
祈
祷
を
受
け
付
け
て
お
り
、
祈

祷
後
は
、
お
守
り
と
お
札
が
配
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
午
前
11
時
か
ら
は
、
大だ

い

般は

ん

若に

ゃ

経
き
ょ
う

の
読ど

経
き
ょ
う

も
行
わ
れ
ま
す
。

　

普
賢
菩
薩
は
、
す
べ
て
の
菩
薩
の
上

じ
ょ
う

首し

ゅ

（
上
位
）
で
、
常
に
仏
の
教

き
ょ
う

化げ

を
助

け
、
普
遍
の
教
え
・
仏
の
理
性
を
示
す

菩
薩
で
あ
り
、
慈
悲
を
つ
か
さ
ど
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
文も

ん

殊じ

ゅ

菩ぼ

薩さ

つ

と
と
も
に
釈し

ゃ

迦か

如に

ょ

来ら

い

の
脇わ

き

侍じ

と
な
る
菩
薩
で
、
容
像
（
お

姿
）
は
、
六ろ

く

牙げ

の
白

び
ゃ
く

象ぞ

う

に
騎
乗
し
、
五ご

仏ぶ

つ

宝ほ

う

冠か

ん

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

廣
見
寺
の
四
世
大だ

い

雲う

ん

宗そ

う

守し

ゅ

禅ぜ

ん

師じ

が
、

天
文
７
年
（
１
５
８
３
）
に
浦
山
の
川

獅子舞も披露される浦山の大日様

虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

尊そ
ん

縁
日

い
に
な
り
ま
す
。

　

寒
く
な
る
と
運
動
不
足
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
皆
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に
、

気
軽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
で
、
初
冬
に
行
わ
れ
る
縁
日
を
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

問
文
化
財
保
護
課
☎
22

－

２
４
８
１

普ふ

賢げ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

星
祭
り

浦
山
の
大だ

い

日に
ち

様さ
ま

毎年多くの参拝者が訪れる虚空蔵様



�

差
出
有
効
期
間

平
成
21
年
12
月

 ９
日
ま
で



2008年12月号 �

秩
父
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書



23
ペットボトルのキャップで世界の子どもに「ポリオワクチン」を届けよう

市役所をはじめ、市内の公共施設やその他の施設、一部の医療機関などでキャップの回収を行っています

「お家で１歳の
誕生日会でーす♡」

（上吉田）

中野　有
あ り さ

彩 ちゃん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「雨の日でも、カッパを
着て元気いっぱい!!」

（道生町）

作田　渚
なぎさ

 くん
「パパ大好き♡」

（大野原）

若林美
み う る

生星 ちゃん
「あそぶのだーいすき！」

（上宮地町）

袴田　琉
りゅうせい

成 くん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒 368-8686　熊木町８－ 15、市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（12月末締切り分→２月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。

（
評
）畠
山
さ
ん
、
秩
父
の
札
所
巡
り
の
径み

ち

を
「
山
並
み
を
越
え
つ
つ
行
き
ぬ
」
と
、
読
者
を
納
得
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
木
村
さ
ん
、

微
笑
ま
し
い
歌
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
ド
ラ
マ
を
連
想
さ
せ
ま
す
。
久
保
さ
ん
、
友
人
の
突
然
の
死
を
上
句
で
具
体
的
に
表
現
し
、
山

好
き
な
友
で
あ
っ
た
こ
と
を
戒
名
「
山
」
が
と
、
多
分
戒
名
の
中
に
山
の
文
字
が
入
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
、
意
表
つ
く
言
葉

で
一
首
に
し
て
い
ま
す
。
八
木
さ
ん
、
秋
の
一
コ
マ
を
栗
の
落
ち
る
音
に
表
し
、
楽
し
い
歌
に
し
て
い
ま
す
。
短
歌
は
一
首
の

中
の
情
景
が
読
者
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
に
詠
ま
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
形
容
詞
を
使
い
す
ぎ
た
言
い
方
は
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

里
の
柿
む
ず
が
ゆ
き
程
実
を
つ
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
影
森　

山
口
千
代
子

水

引

草

挿

し

て

鏡

の

奧

静

か　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

町
田
ヨ
ウ
子

蒼
穹
の
画
布
の
無
限
や
秋
あ
か
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
長　

齋
藤　

大
仙

秋

天

や

ふ

る

さ

と

忘

る

伝

書

鳩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
戸
町　

内
田　

政
夫

今

年

米

届

く

日

数

の

重

さ

哉か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　

町　

峰
岸　

理
江

奉

納

の

吟

詠

な

り

し

散

る

紅

葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
宮
地
町　

吉
田　

勝
彦

世
の
中
に
付
い
て
は
行
け
ず
ち
ち
ろ
聞
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
町　

岩
田
巻
太
郎

道
を
掃
く
日
毎
に
ふ
え
る
落
ち
葉
掃
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃　

谷　

竹
村　

ハ
ク

そ
ば
祭
り
親
子
揃
い
て
太
鼓
打
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
川
上
田
野　

萩
原
美
代
子

長

寿

会

友

と

の

会

話

は

ず

む

秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
の
上
町　

山
口　

照
子

大
野
ひ
ろ
志　

選

俳　
　
　

句

（
評
）
　
鈴
生
り
の
柿
を
見
て
、
体
に
む
ず
痒
さ
を
感
じ
た
と
い
う
千
代
子
さ
ん
、
面
白
い
実
体
験
で
す
。
鏡
を
通
し
て
、
部
屋
の

静
寂
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
ヨ
ウ
子
さ
ん
。
空
を
画
布
と
見
立
て
、
そ
こ
に
点
描
と
し
て
の
赤
と
ん
ぼ
を
配
し
た
大
仙
さ
ん
の
、

手て

だ練
れ
の
作
句
な
ど
、
情
景
が
よ
く
思
い
浮
か
ぶ
と
共
に
、
趣
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
毎
回
「
季
語
」
を
重
ね
た
作

品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
一
つ
に
絞
り
込
む
努
力
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

過
日
の
「
市
文
化
祭
俳
句
大
会
」
も
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

い
つ
し
ら
に
色
付
き
初
む
る
山
並
み
を
越
え
つ
つ
行
き
ぬ
札
所
へ
の
道 

下
影
森　

畠
山　

時
子

今
日
こ
そ
は
間
違
え
ぬ
よ
う
見
比
べ
て
双
子
の
孫
の
名
前
呼
ぶ
な
り 

桜
木
町　

木
村　

一
枝

山
小
屋
で
新
蕎
麦
打
つ
と
登
り
し
に
君
の
戒
名
「
山
」
が
光
り
ぬ 

中
村
町　

久
保　

克
彦

朝
も
や
に
目
ざ
め
た
栗
が
は
ね
か
え
り
コ
ト
ン　

コ
ロ
コ
ロ
歌
の
音
符
に 

寺　

尾　

八
木　

洋
一

登
校
の
列
の
中
よ
り
「
今
日
は
」
礼
を
返
せ
ば
男お

の
子
の
笑
顔 

太　

田　

永
田　
　

友

箸
置
き
の
亀
に
あ
い
さ
つ
し
て
し
ま
う
温
か
い
膳　

退
院
し
た
夜 

野
坂
町　

戸
井
田
久
子

亡
夫
思
え
ば
孫
抱
く
腕
に
悲
し
み
の
重
く
か
か
り
て
秋
の
夜
な
り 

大
野
原　

清
水
千
恵
子

草
分
け
て
鹿
歩
き
た
る
け
も
の
道
我
登
り
行
く
山
神
拝
へ 

久　

那　

諸　
　

國
夫

ふ
る
米
の
未
だ
残
る
も
新
米
を
供
え
ん
と
し
て
籾
摺
り
急
ぐ 

品　

沢　

大
島　

美
春

こ
の
夏
に
着
る
か
分
か
ら
ぬ
ブ
ラ
ウ
ス
の
綻
び
縫
い
て
心
安
ら
ぐ 

阿
保
町　

澤
口　

ト
ヨ

新
井　

悦
子　

選

短　
　
　

歌



2008年12月号 24

●
絵
本
相
談
日

と　

き　

平
成
21
年
1
月
27
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

良
い
絵
本
の
選
び
方
、
与
え

方
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　
12
月
13
日
㈯
、
平
成
21
年
1
月

10
日
㈯
、
24
日
㈯
午
後
３
時
〜
（
約
40
分
）

内　

容　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年

児
童
向
け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し

ま
す
。

●
冬
休
み
お
は
な
し
会

と　

き　

12
月
27
日
㈯

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
（
45
分
）

内　

容　

な
ぞ
な
ぞ
を
行
う
な
ど
、
い

つ
も
と
少
し
違
う
お
は
な
し
会
で
す
。

※
参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

●
第
１
４
６
回
・
名
作
映
画
鑑
賞
会

題　

名　

終　

着　

駅

（
１
９
５
３
年
、
米
・
伊
、
72
分
）

監　

督　

ビ
ッ
ト
リ
オ
・
デ
・
シ
ー
カ

出　

演　

モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト

ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ほ
か
。

内　

容　

ア
メ
リ
カ
か
ら
ロ
ー
マ
に

や
っ
て
き
た
メ
ア
リ
ー
（
ジ
ェ
ニ

フ
ァ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
）
は
街
で
知
り

合
っ
た
イ
タ
リ
ア
人
の
青
年
ジ
ョ
バ
ン

ニ
（
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
・
ク
リ
フ
ト
）
と

恋
に
落
ち
る
。
し
か
し
メ
ア
リ
ー
に
は
、

ア
メ
リ
カ
に
残
し
て
き
た
夫
と
幼
い
娘

が
い
る
。
ど
う
し
て
も
帰
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
メ
ア
リ
ー
を
追
っ
て
ロ
ー
マ
駅

に
や
っ
て
き
た
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
…
…
。

◎
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス
ト
５
位
入
賞
映
画

◎
12
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30
分
開
映

会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

◎
映
画
解
説
が
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
。

●
冬
休
み
子
ど
も
映
画
会

題　

名　
「
ピ
ノ
キ
オ
」（
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ア
ニ
メ
）（
86
分
）（
吹
替
版
）

と　

き　
12
月
25
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

会　

場　

秩
父
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

●
ピ
ヨ
ピ
ヨ
タ
イ
ム

と　

き　

平
成
21
年
1
月
13
日
㈫

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
（
約
30
分
）

内　

容　

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と

し
た
や
さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

●
お
は
な
し
会

と　

き　

12
月
20
日
㈯

　
　
　
　

平
成
21
年
1
月
24
日
㈯

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜（
約
30
分
）

内　

容　

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本
や
紙
芝

居
、
手
あ
そ
び
な
ど
を
し
ま
す
。

●
映
画
会

題　

名　
「
北
風
の
く
れ
た
テ
ー
ブ
ル

か
け
」（
11
分
）、「
化
け
く
ら
べ
」（
21

分
）、「
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
」（
27
分
）

と　

き　

平
成
21
年
１
月
６
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜

会　

場　

荒
川
公
民
館
軽
運
動
室

催
し
物
の
ご
案
内

秩

父

図

書

館

秩

父

図

書

館

荒

川

図

書

館

荒

川

図

書

館

図書館ホームページアドレス　　https://library.city.chichibu.lg.jp（パソコン用）
　　　　　　　　　　　　　　　https://library.city.chichibu.lg.jp/i/ihome.html（携帯電話用）

秩父図書館
（午前10時～午後６時）
上町３－６－27
☎２２－０９４３
荒川図書館
（午前９時～午後５時）
荒川日野６６－２
☎５４－１０３４

秩父図書館吉田分館
（午前９時～午後５時）
下吉田６５６９－１
☎７７－１１００
秩父図書館大滝分館
（午前９時～午後５時）
大滝９４５
☎５５－００３３

◇
12
月
10
日
〜
１
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
１ 木 秩　荒　吉　大 17 土 　　　　　　大
２ 金 秩　荒　吉　大 18 日 　　　　　　大
３ 土 秩　荒　吉　大 19 月 秩　荒　吉
４ 日 　　　　　　大 20 火
５ 月 秩　荒　吉 21 水
６ 火 22 木
７ 水 23 金
８ 木 24 土 　　　　　　大
９ 金 25 日 　　　　　　大
10 土 　　　　　　大 26 月 秩　荒　吉
11 日 　　　　　　大 27 火
12 月 　　荒　吉　大 28 水
13 火 秩 29 木
14 水 30 金 秩
15 木 31 土 　　　　　　大
16 金

１月
◇
12
月
10
日
〜
１
月
31
日
の
休
館
日

各館休館日 秩 荒 吉 大 各館休館日 秩 荒 吉 大
10 水 21 日 　　　　　　大
11 木 22 月 秩　荒　吉　　
12 金 23 火 　　　　吉　大
13 土 　　　　　　大 24 水
14 日 　　　　　　大 25 木
15 月 秩　荒　吉　　 26 金
16 火 27 土 　　　　　　大
17 水 28 日 　　　　　　大
18 木 29 月 秩　荒　吉　大
19 金 30 火 秩　荒　吉　大
20 土 　　　　　　大 31 水 秩　荒　吉　大

12月

※秩…秩父図書館
荒…荒川図書館
吉…秩父図書館吉田分館
大…秩父図書館大滝分館

　

利
用
し
た
い
資
料
が
貸
出
中
の
場
合

は
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
カ
ウ

ン
タ
ー
に
予
約
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た

だ
く
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
パ
ソ

コ
ン
の
ほ
か
携
帯
電
話
に
も
対
応
）
や

館
内
の
資
料
検
索
端
末
か
ら
も
予
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
４
館
の
な
か
に
貸
出
可

能
な
資
料
が
あ
っ
て
、
そ
の
館
が
遠
方

の
場
合
、
最
寄
り
の
館
に
取
り
寄
せ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
資
料
所

蔵
館
と
取
り
寄
せ
希
望
館
が
同
じ
場
合

に
は
、
回
送
依
頼
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
込
方
法
は
予
約
と
同
じ
で
す
。
な

お
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
資
料
に
予
約
と

回
送
依
頼
を
同
時
に
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

予
約
・
回
送
依
頼
を
し
た
方
に
は
、

資
料
の
貸
出
準
備
が
で
き
次
第
ご
連
絡

し
ま
す
。

●
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録
に
つ
い
て

　

各
端
末
か
ら
貸
出
状
況
の
確
認
や
資

料
の
予
約
を
す
る
た
め
に
は
パ
ス
ワ
ー

ド
の
登
録
が
必
要
で
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド

の
登
録
は
各
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
受
け

し
ま
す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
登
録
の
際
も
、

氏
名
・
住
所
の
確
認
が
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
、
パ

ス
ワ
ー
ド
は
各

端
末
よ
り
任
意

に
変
更
で
き
ま

す
。 予

約
・
回
送
依
頼
の
ご
案
内



�

相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 月～金曜
９時～16時

秩父市子育て支援センター
☎22－7282 22－7283
吉田子育て支援センター
☎77－1145 77－1148

子どもについ
ての心配ごと

月～金曜
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204

身体・知的障がい
児（者）について

月～金曜
９時～18時

フレンドリー☎22－778522－7055
（身体障がい） ☎22－704521－
6705（知的障がい）土曜  ９時～16時

精神障がい者
に つ い て

月～金曜
９時～17時

生活支援センター「アクセス」
☎24－1025 24－1026

障がい者の
就労・生活

月～金曜
９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・22－2870

い じ め・
不 登 校 等

ひまわり教室　月～金曜　９時～17時
※火曜午後はカウンセラーが相談

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～12時

やまなみ教室
☎72－2030

人 権
月～金曜　8時30分～17時15分 さいたま地方法務局

秩父支局 ☎22－0827人権擁護委員による相談
火曜（第5週を除く）９時～16時

内 職 月～金曜　９時～16時 ちちぶパートバンク
☎24－5222
工業振興課
☎22－3428

職 業
ちちぶパートバンク
月～金曜　９時～17時
吉田総合支所　
月曜　９時～16時30分

労 働

月～金曜　9時～17時　電話相談
　　　　　9時～16時　面接相談

労働相談センター
☎048－830－4522

月～金曜　８時30分～17時15分　面接相談
第3木曜14時～16時
弁護士による面接相談

秩父地域振興センター
（要予約）☎24－1110

中小企業者向
けよろず金融

１/７㈬  13時～16時30分  ※前々日までに
要予約　会場   歴文館５階第２会議室

商業振興課 ☎25－5208
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚
福祉女性会館
１/10㈯　13時～16時
※要予約（先着８人）

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514

心 配 ご と 福祉女性会館　１/22㈭　13時～16時

相談名 相　　　談　　　日 会　　場 相　　談　　員

法 律

１月６日㈫・22日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士１月13日㈫

10時～15時 荒川総合支所

※電話で予約が必要です。
12月22日㈪　午前９時から電話予約受付　各日先着10人

人 権
毎月第２・４
水曜 13時～16時

秩父市役所
（3階相談室） 人権擁護委員

12月17日㈬ 荒川総合支所

行 政

12月15日㈪
１月19日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員１月５日㈪ 吉田総合支所
（振興会館）

12月22日㈪
１月26日㈪ 大滝総合支所

１月19日㈪ 荒川総合支所
市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活
（多重債務） 毎週月·水·金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 １月13日㈫　13時～15時 行政書士

登 記 12月17日㈬・１月21日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 １月５日㈪　10時～15時 税理士
土 地 建 物 12月16日㈫ 　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について 12月25日㈭・１月22日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 12月16日㈫・１月27日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

年金・労働 １月９日㈮　13時～15時 社会保険労務士

公 証 １月13日㈫・１月27日㈫
９時30分～12時 公証人

上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25－5200

※相談日が祝日の場合はお休みとなります。

　

問い合わせ
●包括支援センター　　　　　 22-2582
●けやき包括支援センター　　 27-7331
●かえで包括支援センター　　 77-1134
●さくら包括支援センター　　 53-1014

　

Ａ
さ
ん
は
現
在
夫
と
義
理
の
母
と
の

３
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
夫
が
仕

事
で
日
中
は
お
ば
あ
さ
ん
と
過
ご
し
て

い
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
強
気
な
性
格
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
な
り
に
上
手
く
同
居
生
活
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

最
近
、
お
ば
あ
さ
ん
は
物
忘
れ
が
あ

る
ら
し
く
、
私
物
を
ど
こ
に
置
い
た
か

忘
れ
て
Ａ
さ
ん
と
一
緒
に
探
す
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
「
歳

だ
か
ら
ね
ぇ
」
と
二
人
で
笑
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
回
数
を
重
ね
る
た
び
に
一

緒
に
探
す
の
が
面
倒
に
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
Ａ
さ
ん
が｢

自
分
で
ま
ず

は
探
し
て
く
だ
さ
い｣

と
話
す
と
お
ば

あ
さ
ん
は
怒
っ
て
し
ま
い
、「
あ
ん
た

が
隠
し
た
ん
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
ま
で
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
一
緒
に
探
し
、
結
局
す
ぐ
に
見
つ

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
、
私
物
の

あ
り
か
が
分
か
ら
な
く
な
る
と
「
盗
ん

だ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
続
く
の
で
夫
に

相
談
し
て
み
る
と
、「
歳
だ
か
ら
物
忘

れ
を
す
る
も
の
だ
」「
強
気
な
性
格
だ

か
ら
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
が
恥
ず
か
し

く
て
そ
う
言
う
の
だ
ろ
う
」
な
ど
と
言

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

夫
に
は
理
解
を
さ
れ
ず
、
お
ば
あ
さ

ん
か
ら
は
常
に
泥
棒
扱
い
を
さ
れ
て
Ａ

さ
ん
は
我
慢
を
し
て
生
活
し
て
い
ま
し

た
が
、
や
は
り
辛
く
な
っ
て
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
で
相
談
を
し
た
後
に
お
ば

あ
さ
ん
に
要
支
援
の
認
定
結
果
が
で
て
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
っ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
勧
め
で
認
知
症
を
み
て
も
ら

う
た
め
の
通
院
も
始
め
ま
し
た
。
精
神

科
の
受
診
は
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が
、
先
生
か
ら
の
説
明
を
聞
く
う
ち
に
、

認
知
症
は
病
気
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り

Ａ
さ
ん
の
介
護
負
担
が
減
り
、
ま
た
上

手
く
お
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ご
家
族
の
方
の
中
に
は
認
知
症
の
方

の
介
護
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
う

方
も
い
ま
す
。
今
後
も
長
く
介
護
し
て

い
く
中
で
、
無
理
な
く
介
護
が
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
当
セ
ン
タ
ー
で
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

介
護
者
の
精
神
的
負
担

おもてなしクイズの解答　Ｑ１　①大滝　　Ｑ２　②切干し
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平
成
18
年
10
月
か
ら
、
年
１
回
年
金

受
給
者
の
現
況
確
認
に
必
要
な
現
況
届

の
提
出
に
つ
い
て
は
、
手
続
き
の
簡
素

化
に
よ
り
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」）
を
活
用

し
て
現
況
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
年
１
回
誕
生
月
に
ご

提
出
を
い
た
だ
い
て
い
た
現
況
届
は
、

原
則
不
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
受
給
者
の

現
況
確
認
に
つ
い
て

ご
注
意
く
だ
さ
い

※
住
基
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
現
況
確
認

を
行
え
な
い
方
は
、
今
後
も
現
況
届

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

・
海
外
に
居
住
し
て
い
る
方

・
社
会
保
険
庁
が
保
有
し
て
い
る
本
人

基
本
情
報
と
住
基
ネ
ッ
ト
の
情
報
が

相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
が
確
認
で

き
な
い
方　

な
ど

　

ま
た
、
住
基
ネ
ッ
ト
で
現
況
確
認
で

き
る
方
で
も
、
加
給
年
金
対
象
者
の
生

計
維
持
確
認
や
障
害
年
金
の
診
断
書
等

の
提
出
は
引
き
続
き
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
で

障
が
い
の
程
度
を
確
認
す
る
必
要
の
あ

る
方
は
、
届
出
に
診
断
書
が
つ
い
て
い

ま
す
。
診
断
書
は
医
師
に
記
入
し
て
も

ら
っ
て
か
ら
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
納
付
の
ご
案
内
は

委
託
事
業
者
が
行
っ
て
い
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
国
民
年
金
保
険

料
の
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る

「
電
話
や
文
書
に
よ
る
納
付
督
励
」
や

「
戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
督
励
及
び
保

険
料
収
納
業
務
」
に
つ
い
て
、
市
場
化

テ
ス
ト
事
業
と
し
て
民
間
委
託
を
実
施

し
て
お
り
、
10
月
か
ら
、
埼
玉
県
全
域

に
お
い
て
、
左
記
の
委
託
事
業
者
が
電

話
や
文
書
・
戸
別
訪
問
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

委
託
事
業
者

事
業
者
名　

㈱
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

実
施
対
象
地
区　

埼
玉
県
全
域

問
☎
０
１
２
０

－

９
１

－

７
７
０
７

　
「
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く

民
間
委
託
事
業
と
し
て
、
委
託
事
業
者

の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
で
、
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
た
め
に

導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

委
託
事
業
者
の
担
当
者
が
国
民
年
金

保
険
料
を
お
預
か
り
し
て
収
納
す
る
場

合
に
は
、
必
ず
お
支
払
い
す
る
皆
さ
ん

が
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
を
お
持

ち
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託
事
業
者
に
対
す
る
個
人

情
報
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
督

励
を
行
う
う
え
で
必
要
な
情
報
に
限
定

し
て
お
り
、
さ
ら
に
取
り
扱
い
に
対
し

て
は
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
」
や
当
庁
の
個
人
情
報
取
扱
規
定
、

本
事
業
に
係
る
委
託
契
約
書
な
ど
に
よ

り
厳
格
な
安
全
管
理
措
置
を
講
じ
て
い

ま
す
。

　

近
年
、
電
話
や
文
書
に
よ
り
社
会
保

険
庁
職
員
を
名
乗
り
、
個
人
情
報
を
聞

き
出
し
た
り
、
金
銭
を
詐
取
し
よ
う
と

す
る
不
審
な
行
為
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

不
審
な
電
話
な
ど
に
よ
る
照
会
が
あ
っ

た
場
合
は
、
そ
の
場
で
対
応
せ
ず
に
、

相
手
の
所
属
と
氏
名
、
連
絡
先
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
社
会
保
険
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
秩
父
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
27

－

６
５
６
１

　

売払物件
①所在地　秩父市道生町
　地　番　3156番１
　地　目　宅地
　地　積　548.47㎡
②所在地　秩父市道生町
　地　番　3156番８
　地　目　公衆用道路
　地　積　71.77㎡
　持　分　３分の２
予定価格（最低売却価格）
　35,000,000円
※入札・物件内容の詳細は、市ホーム
ページでご確認ください。

申12月22日㈪～平成21年１月９日㈮まで
に必要書類を添えて契約課へお申し込み
ください。
問入札について
　契約課☎２５－５２１６
　物件について
　管財課☎２２－２２０８

道生町地内の市有地
一般競争入札で売却

市
場
化
テ
ス
ト
事
業
と
は
？

保
険
料
の
お
預
か
り
は

個
人
情
報
の

お
取
り
扱
い
に
つ
い
て

悪
質
な
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
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　10月から始まった国民健康保険税（以下、国保税）の特別徴収（年金天引き）は、
平成21年度も引き続き行われますが、特別徴収の方法は、１年間分を４月から隔月
で６回に分けて納付していただくことになります。
　　　　特別徴収の対象
　世帯内の国民健康保険加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯（擬制世帯を除
く）の方で、年金額が年額18万円以上であり、介護保険料と国保税を合算して
年金額の２分の１を超えない場合に対象となります。

４・６・８月の納付額
①すでに特別徴収で納付している方
　各月毎の納付額は平成21年２月分と同額になります。
②４月から新しく対象となる方
　世帯主が昭和18年４月２日から昭和18年10月１日生まれで、平成21年度に新し
く特別徴収の対象となる場合は、前年度の国保税額をもとに仮算定した年税額の
６分の１を、各月毎に特別徴収させていただきます。
10・12・２月の納付額
　平成21年度国保税額を算定し、４・６・８月（仮徴収）ですでに徴収済の額を
差し引いた残額の３分の１を、各月毎に特別徴収させていただきます。
※特別徴収（仮徴収）を４月から行う世帯には、３月末に「特別徴収（仮徴収）
開始通知書」を送付します。

特別徴収から口座振替への変更
　特別徴収の対象者で、口座振替による納付を希望する場合には、申出書を提出す
ることにより、特別徴収を中止し、口座振替に変更することが可能になります。
　４月から新たに特別徴収の中止を希望する場合には、平成21年１月８日㈭までに
課税課または吉田・大滝・荒川総合支所総務課に申出書を提出してください。
問課税課☎２２－２２１１内線１２７６・１２７７

平成21年度

国民健康保険税特別徴収のご案内

　埼玉県の最低賃金が、10月17
日から「時間額722円」になり
ました。この額は、県内で事業
を営む使用者とその職場で働く
すべての労働者に適用されます。
　なお、「非鉄金属製造業」「電
気機械器具製造業、情報通信機
械器具製造業、電子部品・デバ
イス製造業」「輸送用機械器具
製造業」「光学機械器具・レン
ズ、時計・同部分品製造業」「各
種商品小売業」「自動車小売業」
については、別途産業別最低賃
金が適用されます。
　詳しくは、下記までお問い合
わせください。
問埼玉労働局賃金室
　☎０４８－６００－６２０５
秩父労働基準監督署
　☎２２－３７２５

『必ずチェック
 最低賃金！』

～埼玉県最低賃金
改定のご案内～

　

市
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
、

次
の
と
お
り
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

平
成
21
年
１
月
11
日
㈰
午
前

11
時
開
式
（
受
付
は
10
時
か
ら
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館

対　

象　

原
則
と
し
て
、
平
成
20
年
10

月
31
日
現
在
、
市
内
在
住
で
昭
和
63
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方

参
加
す
る
場
合
に
届
出
が
必
要
な
方

①
10
月
31
日
以
降
の
転
入
者

②
市
外
在
住
の
当
市
出
身
者

内　

容　

午
前
10
時
30
分
か
ら
開
式
ま

で
、
市
内
各
中
学
校
の
卒
業
ア
ル
バ
ム

等
か
ら
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
上
映
し

な
が
ら
、
新
成
人
有
志
に
よ
る
各
校
校

歌
等
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
式
典
で
は
、
新
成
人
有
志
の
指
揮
、

ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
り
、
参
加
者
全
員
で

「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
合
唱
し
ま
す
。

　

な
お
、
式
典
終
了
後
、
下
表
の
と
お

り
卒
業
中
学
校
単
位
で
記
念
写
真
の
撮

影
を
行
い
ま
す
。

そ
の
他

　

該
当
者
に
は
、

案
内
状
を
12
月

中
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。

　

案
内
状
が
届

か
な
い
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

３階第１会議室 １階ホール

11：40～
吉田中学校
尾田蒔中学校

11：40～ 秩父第一中学校

11：50～
高篠中学校
大田中学校

11：55～ 秩父第二中学校

12：00～
荒川中学校
大滝中学校

12：10～ 影森中学校

12：10～ 市外等の中学校

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

※
ご
家
族
の
方
も
式
典
に
参
加
で
き
ま

す
。

※
開
式
直
前
は
受
付
が
非
常
に
混
雑
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
駐
車
場
が
狭
い
の

で
自
動
車
で
ご
来
場
の
場
合
は
、
乗

り
合
わ
せ
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
当
日
、
出
席
で
き
な
い
方
は
、
１
月

13
日
㈫
〜
30
日
㈮
の
間
（
土
日
を
除

く
）
に
、
市
民
生
活
課
ま
で
案
内
状

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
記
念
品
と
引

換
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
市
民
生
活
課

　

☎
25

－

５
２
０
０

前回の様子

記念写真撮影の時間表

「秩父市よいまちモニター」会員募集中！
詳しくは、秩父市ホームページからどうぞ ←QRコード読み取り機能付の携帯電話は

　こちらから

※時間に来られない方は、撮影で
きませんのでご注意ください。



�2008年12月号

●
小
口
金
融
制
度

申
込
要
件

①
中
小
企
業
者
で
信
用
保
証
対
象
業
種

を
営
ん
で
い
る
こ
と

②
継
続
し
て
１
年
以
上
市
内
に
住
所
お

よ
び
事
業
所（
法
人
の
場
合
は
本
社
）

を
有
し
、
か
つ
、
同
一
事
業
を
営
ん

で
い
る
こ
と

③
市
税
の
納
税
義
務
者
に
あ
っ
て
は
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

④
許
認
可
等
が
必
要
な
業
種
の
場
合
、

有
効
な
許
認
可
等
を
受
け
て
い
る
こ

と
⑤
本
制
度
に
よ
る
融
資
を
受
け
て
い
る

方
の
保
証
人
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と

⑥
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
の
代
位
弁
済

を
受
け
た
方
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
債

務
者
お
よ
び
保
証
人
が
代
位
弁
済
に

よ
る
債
務
を
完
済
し
て
い
る
こ
と

⑦
法
人
の
場
合
、
代
表
者
が
③
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

融
資
制
度
の
ご
案
内

１

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
育
成
と
経

営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、
予
算
の
範

囲
内
で
借
入
金
の
利
子
の
一
部
を
補
助

す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対　

象　

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
中
小
企
業
者
で
あ
っ
て
、
市

税
を
完
納
し
て
い
る
法
人
ま
た
は
個
人

対
象
貸
付
制
度

①
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
秩
父
市
特
別
小
口
金
融
制
度

③
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸
付

制
度

④
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
国
民
生
活
事

業
融
資
制
度
（
旧
国
民
生
活
金
融
公

庫
融
資
制
度
）

※
市
町
村
合
併
前
（
平
成
17
年
３
月
31

日
以
前
）
の
借
入
れ
に
つ
い
て
は
従

来
と
同
様
で
す
。

※
市
内
で
の
事
業
活
動
の
た
め
に
借
入

れ
た
資
金
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
市
町
村
か
ら
利
子
補
給
を
受
け
て

い
る
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
制
度

資
金
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間　

平
成
21
年
１
月
６
日
㈫
～
30

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

※
詳
細
は
１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
商
業
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
８

吉
田
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

融
資
限
度
額
（
利
率
）

　

１
，
０
０
０
万
円
（
年
１
・
75
％
）

※
利
子
補
給
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

融
資
期
間
（
据
置
期
間
）

運
転
資
金
…
５
年
以
内（
６
か
月
以
内
）

設
備
資
金
…
７
年
以
内（
12
か
月
以
内
）

償
還
方
法　

月
賦
償
還

担
保
・
保
証
人

　

担
保
は
必
要
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

保
証
人
は
原
則
不
要
で
す
。

※
法
人
の
場
合
は
原
則
代
表
者

信
用
保
証
料

　

埼
玉
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
（
年

０
・
45
～
１
・
59
％
）
が
必
要
で
す
。

※
契
約
期
間
内
に
完
済
し
た
場
合
は
、

全
額
補
助
し
ま
す
。

●
特
別
小
口
金
融
制
度

　

融
資
限
度
額
、
利
率
、
融
資
期
間
等

の
基
本
条
件
は
「
小
口
金
融
制
度
」
と

同
様
で
す
が
、
前
記
の
申
込
要
件
に
加

え
て
次
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
担

保
・
保
証
人
不
要
で
保
証
料
が
固
定

（
年
０
・
８
％
）
と
な
り
ま
す
。

①
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20
人
（
商

業
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
５
人
）
以
下
で

あ
る
こ
と

②
本
制
度
に
よ
る
保
証
の
他
に
埼
玉
県

信
用
保
証
協
会
の
保
証
を
付
し
た
借

入
金
の
な
い
こ
と

③
市
県
民
税
の
所
得
割
（
法
人
の
場
合

は
法
人
税
割
）
が
あ
る
こ
と

申
毎
月
10
日
（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合

は
、
直
前
の
平
日
）
ま
で
に
左
記
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
商
業
振
興
課
☎
25

－

５
２
０
８

中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

利
子
補
給
制
度
の

ご
利
用
を
！

２

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
埼
玉
県
知
事

か
ら
指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　

年
３
，
０
０
０
円

手
続
き
の
方
法

　

指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
、
印
鑑
お

よ
び
預
金
通
帳
（
本
人
名
義
）
を
持
っ

て
、
12
月
19
日
㈮
ま
で
に
社
会
福
祉
課

ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
窓
口
に
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

難
病
見
舞
金
を
支
給

３

広告



秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ�

●
旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な

い
恩
給
欠
格
者
の
方

●
戦
後
、
ソ
連
や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑

留
さ
れ
た
方

●
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら

引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方

　

こ
れ
ら
の
方
に
、
あ
ら
た
め
て
慰
藉

の
念
を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名

の「
特
別
慰
労
品
」を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等

を
受
け
ら
れ
た
方
、
書
状
を
受
け
る
資

格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
請
求
さ

れ
て
い
な
い
方
も
対
象
で
す
。

　

請
求
書
類
は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。

　

請
求
期
間
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日

㈫
ま
で
で
す
。

　

資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

独
立
行
政
法
人
平
和
記
念
事
業
特
別
基

金
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
電
話

　

☎
０
１
２
０

－
２
３
４

－

９
３
３

※
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
15
分
～
午

後
５
時
15
分

HPh
ttp
://w
w
w
.h
eiw
a.go

.jp

問
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

恩
給
欠
格
者
、

　

戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

４

　

平
成
18
年
に
国
債
の
最
終
償
還
を
迎

え
た
方
で
、
次
の
方
々
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
継
続
支
給

　

戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
平
成
18
年

10
月
１
日
に
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、

特
例
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
場
合

戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
特
例
支
給

　

戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
不
幸
に
し

て
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
一
般

の
け
が
や
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た
（
平

病
死
し
た
）
場
合

戦
没
者
妻
特
別
給
付
金
の
継
続
支
給

　

戦
没
者
の
妻
が
、
平
成
18
年
10
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
を
受
け
て
い
る
場
合

※
こ
れ
ま
で
、
第
17
回
「
は
号
」、
第

10
回
「
を
号
」、
第
４
回
「
つ
号
」

の
国
債
を
お
持
ち
の
方
が
対
象

戦
没
者
妻
特
別
給
付
金
へ
の
移
行
の
支
給

　

戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
、
不
幸
に
し

て
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
公
務

傷
病
や
勤
務
関
連
傷
病
で
亡
く
な
ら
れ

た
場
合

※
平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
の
間
に
新
た
に
戦
傷
病
者

の
妻
に
な
っ
た
方
々
が
対
象

戦
傷
病
者
妻
特
別
給
付
金
の
新
規
支
給

　

平
成
13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年

４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が
戦
傷
病
者
と

戦
傷
病
者
等
お
よ
び

戦
没
者
等
の
妻
の
皆
さ
ん
へ

―
 

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す ―

５

し
て
、
増
加
年
金
・
傷
病
年
金
・
特
例

傷
病
恩
給
・
障
害
年
金
の
受
給
権
を
取

得
し
た
場
合

請
求
期
限　

平
成
21
年
９
月
30
日
㈬

申
社
会
福
祉
課
ま
た
は
吉
田
・
大
滝
・

荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
に
て

問
社
会
福
祉
課
援
護
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
６
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
２

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
５

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
６

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

６

　

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
は
、
各
種
申

告
、
法
定
調
書
の

提
出
、
納
税
、
申

請
等
が
自
宅
や
オ

フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ご
利
用
い
た
だ
く
前
は
、
税
務
署
に

「
開
始
届
出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
利
用
す
る
に
は
「
電
子
証

明
書
」
と
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ

タ
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URLh
ttp
://w
w
w
.e-tax.n

ta.go
.jp
/

問
秩
父
税
務
署
☎
22

－

４
４
３
３

※
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
。

耐
用
年
数
省
令
の
一
部
改
正

　

平
成
20
年
度
の
税
制
改
正
に
お
い
て
、

「
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等
に
関

す
る
省
令
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
機
械

お
よ
び
装
置
を
中
心
に
、
資
産
区
分
の

見
直
し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

耐
用
年
数
と
適
用
年
度

　

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
に
お
い

て
は
、
決
算
期
等
に
関
わ
り
な
く
、
既

存
分
を
含
め
て
、
平
成
21
年
度
分
の
固

定
資
産
税
か
ら
改
正
後
の
耐
用
年
数
が

適
用
と
な
り
ま
す
。
資
産
の
取
得
時
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
再
計
算
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

耐
用
年
数
の
変
更
方
法

　

平
成
19
年
以
前
に
取
得
さ
れ
た
資
産

で
、
す
で
に
市
の
償
却
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

自
動
的
に
改
正
後
の
耐
用
年
数
へ
更
新

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。　
　

　

今
回
（
平
成
21
年
度
）
の
申
告
に
お

い
て
、
耐
用
年
数
省
令
の
改
正
に
該
当

す
る
資
産
は
、
改
正
後
の
耐
用
年
数
の

記
載
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
申
告
書
の
発
送
は
、
12
月
中

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
資
産
税
担
当

　

☎
22

－

２
２
１
１

　

内
線
１
２
７
９
・
１
２
７
５

償
却
資
産

  　
（
固
定
資
産
税
）
の

耐
用
年
数
を
変
更

７



2008年12月号 �

不用品のリサイクルコーナー
　市では、日用品など自分には不用になったけれ
ど、まだ利用できるものなので譲りたい、または
譲ってほしいという希望者の方を登録し、紹介し
ています。なお、無料譲渡を条件とします。

申・問市民生活課　☎２５－５２００

₁₃

平
成
₂₁
年
版

県
民
手
帳
を
販
売
中

８　

最
新
の
統
計
デ
ー
タ
、
豊
富
な
資
料

で
毎
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
、
埼

玉
県
民
手
帳
の
平
成
21
年
版
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

色
（
大
き
さ
）　

黒
、
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ

ブ
ル
ー
（
14
×
８
・
５
㎝
）

※
表
紙
の
色
に
よ
り
月
間
行
事
予
定
表

の
デ
ザ
イ
ン
が
異
な
り
ま
す
。

価　

格　

５
０
０
円

内　

容　

使
い
や
す
い
見
開
き
ダ
イ
ア

リ
ー
、
県
や
市
町
村
に
関
す
る
統
計

情
報
や
生
活
便
利
情
報
、
充
実
し
た
レ

ジ
ャ
ー
・
交
通
情
報

販
売
場
所　

市
役
所
１
階
総
合
窓
口
、
吉

田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

販
売
期
限　

平
成
21
年
１
月
９
日
㈮
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
12
月
27
日
㈯

～
１
月
４
日
㈰
を
除
く
）

※
一
般
書
店
で
も
販
売
し
ま
す
。（
一
部

書
店
で
は
取
り
寄
せ
と
な
り
ま
す
。）

問
情
報
政
策
課
☎
22

－

２
２
０
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

吉
田
☎
77

－

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55

－
０
１
０
１

　

荒
川
☎
54

－
２
１
１
１

問
秩
父
保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22

－

０
６
４
８
（
代
表
）

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を

９
₁₂
月
₁₇
日
㈬
午
前
９
時
₃₀
分
〜

₁₁
時
₃₀
分

秩
父
県
土
整
備

事
務
所

吉
田
歴
史
民
俗
資
料
館

を
閉
館
し
ま
す

₁₀　

旧
吉
田
町
役
場
の
建
物
を
利
用
し
て
、

昭
和
₆2
年
に
開
館
し
た
吉
田
歴
史
民

俗
資
料
館
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
閉
館
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
資
料
館
の
建
物
が
大
正
14

年
に
建
設
さ
れ
、
築
80
年
余
り
が
経
過

し
て
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震
性
に
不
安

が
あ
る
こ
と
か
ら
閉
館
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
展
示
し
て
い
る
資
料
の
中
で
、

秩
父
事
件
関
係
は
石
間
交
流
学
習
館
ま

た
は
秩
父
事
件
資
料
館
で
、
龍
勢
関
係

は
龍
勢
会
館
で
引
き
続
き
展
示
、
公
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
の
民
俗
資
料
や
埋
蔵
文
化
財

に
つ
い
て
は
、
先
人
の
残
し
た
貴
重
な

財
産
と
し
て
、
今
後
も
大
切
に
保
管
し

て
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
て
公
開
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

資
料
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ

ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ

ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
閉
館
日
ま
で
は
、
毎
週
日
・
水
・
金

曜
日
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
に

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

問
文
化
財
保
護
課
☎
22

－

２
４
８
１

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
に

給
付
金
を
支
給

₁₁　

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
の
オ
ウ
ム

真
理
教
に
よ
る
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族
や
障
が
い
が

残
っ
た
方
、
傷
病
を
負
っ
た
方
に
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付
開
始
日　

12
月
18
日
㈭

問
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

　

犯
罪
被
害
者
支
援
室

　

☎
０
１
２
０

－

０オ

ー

ム

被

害

救

済

に

０
６

－

９
３
２

企
業
・
店
舗
・
自
治
会
等
の
皆
さ
ん
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
ご
協
力
を

₁₂

　

心
肺
停
止
に

よ
る
突
然
死
か

ら
尊
い
命
を
守

る
た
め
に
は
、

心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果

的
な
活
用
が
有

効
で
す
。

　

県
で
は
「
埼
玉
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
等
届

出
シ
ス
テ
ム
」
等
を
定
め
、
県
全
体
の

お譲りします！
編み機、学習机・椅子、振子式時計、マウンテ
ンバイク（₂₀インチ・黒）、足踏みミシン
お譲りください！
自転車（₂₇インチ・シルバー）、うどん用めん棒・
こね鉢、婦人用自転車、チャイルドシート、ベビー
ベッド用メリーゴーラウンド、卓球台、ベビーベッド、
二段ベッド
登録状況
　譲りたい物 ６件
　譲ってほしい物 ₁₄件

（平成₂₀年₁₁月₁₇日現在）
※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限りま

す。希望者の方は、電話で下記までご連絡ください。
　また、有効期間中に「譲れなくなった」また
は「譲り受ける必要がなくなった」という場合は、
必ずご連絡ください。

Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

企
業
・
店
舗
・
自
治
会
等
の
施
設
に

お
い
て
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
設
置
に
つ
い
て
ご
検
討

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
の
場
合
は
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ

設
置
等
届
出
書
」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
を
左
記
ま
で

F
A
X
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、

詳
細
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
県
保
健
医
療
部
薬
務
課　

薬
事
計

画
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
推
進
担
当

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

３
６
２
４


０
４
８

－

８
３
０

－

４
８
０
６

HP
県
保
健
医
療
部
薬
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
県
民
の
尊
い
命
を
守
る
！
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

※
検
索
サ
イ
ト
等
で
、「
埼
玉
県　

Ａ

Ｅ
Ｄ
」
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。



�
ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！

飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。

市
営
住
宅
（
空
家
）

入
居
者
募
集

14申
込
受
付
期
間　

12
月
18
日
㈭
～
25
日

㈭
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
申
込
書
は
受
付
期
間
前
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

申
込
者
の
資
格

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
が
あ
り
、

市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

※
神
庭
第
１
・
神
庭
第
２
住
宅
は
単
身

入
居
希
望
の
方
で
も
可

③
入
居
し
よ
う
と
す
る
世
帯
全
員
の
収

入
の
総
額
が
、
基
準
の
範
囲
内
に
あ

る
こ
と

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

入
居
予
定
時
期　

平
成
21
年
２
月
ご
ろ

（
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
が
、
期
間
中
に
申
込
み
が
な
い

場
合
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問
建
築
住
宅
課
☎
25

－

５
２
１
４

吉
田
・
大
滝
・
荒
川
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

吉
田
☎
72

－

６
０
８
３

　

大
滝
☎
55

－

０
８
６
１

　

荒
川
☎
54

－

２
１
１
４

　市営住宅空家募集住宅一覧

住宅名 募集
戸数 所在地 間取り 家　　賃 建設

年度 備考

１ 神庭第１ １戸 大滝846番地１ ３DK 14,100～31,000円 S63 浴槽・風呂釜持込み
単身入居希望の方でも可

２ 神庭第２ １戸 大滝862番地１ ３DK 18,000～39,500円 H９ 単身入居希望の方でも可

３ 皆 谷 原 ２戸 荒川日野669番地１ ３DK 19,400～42,600円 Ｈ２ 駐車場１戸１台 2,000円

４ 白　　久 １戸 荒川白久1642番地１ ２DK 20,000～43,800円 H10 駐車場１戸１台 2,000円

地
場
産
セ
ン
タ
ー

食
堂
出
店
者
募
集
説
明
会

15　

食
堂
事
業
者
が
退
去
す
る
こ
と
に
伴

い
、
新
た
な
食
堂
出
店
者
を
募
集
す
る

た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

平
成
21
年
１
月
９
日
㈮

　
　
　
　

午
後
３
時
か
ら

と
こ
ろ　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
５
階
研
修

室
（
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
12
月
26

日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

出
店
場
所　

地
場
産
セ
ン
タ
ー
２
階

店
舗
面
積　

１
７
７
・
６
㎡
（
厨
房
：
４

９
・
０
㎡
、
ホ
ー
ル
：
１
２
８
・
６
㎡
）

申
・
問
地
場
産
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

☎
25

－

０
０
８
８

温
水
プ
ー
ル
の
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

16●
ビ
ギ
ナ
ー
ク
ロ
ー
ル
長
期
教
室

と　

き　

平
成
21
年
１
月
11
日
～
３
月

29
日
の
毎
週
日
曜
日
、
午
前
10
時
～
正

午
（
全
12
回
）

対　

象　

成
人
男
女

定　

員　

15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

申
12
月
18
日
㈭
か
ら
参
加
費
を
添
え
て

窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

電
話
で
の
予
約
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
児
童
初
心
者
ク
ロ
ー
ル
教
室

と　

き　

平
成
21
年
１
月
５
日
～
３
月

27
日
の
月
・
木
・
金
の
各
曜
日
、
午
後

４
時
～
５
時
30
分

※
各
曜
日
別
コ
ー
ス
か
ら
１
つ
を
選
択

対　

象　

月
曜
コ
ー
ス
（
全
く
泳
げ
な

い
小
学
生
）、
木
曜
、
金
曜
コ
ー
ス
（
そ

の
他
水
泳
初
級
者
の
小
学
生
）

定　

員　

各
コ
ー
ス
15
人

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
（
１
か
月
）

申
12
月
18
日
㈭
～
12
月
23
日
㈫
に
、
窓

口
で
申
込
用
紙
に
ご
記
入
の
う
え
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問
温
水
プ
ー
ル
☎
22

－

７
４
１
１

秩
父
の
郷
土
写
真･

絵
画
展

作
品
募
集

17　

市
民
会
館
で
は
、
秩
父
に
関
す
る
写

真
･
絵
画
展
を
平
成
21
年
２
月
13
日
㈮

～
15
日
㈰
の
３
日
間
、
当
会
館
の
第
一

会
議
室
に
お
い
て
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

展
示
作
品
の
募
集
を
し
ま
す
。
写
真
･

絵
画
愛
好
家
の
皆
さ
ん
、
自
慢
の
作
品

を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

募
集
作
品　

秩
父
地
域
に
関
係
す
る
行
事
、

植
物
、
風
景
等
の
写
真
、
絵
画

募
集
期
間　

平
成
21
年
１
月
19
日
㈪
～
２

月
４
日
㈬

問
市
民
会
館
☎
24

－

６
０
０
０

冬
休
み
映
画
会
と
手
あ
そ
び

18と　

き　

12
月
25
日
㈭
正
午
開
場
、
午

後
１
時
開
演
、
３
時
30
分
終
了
予
定

と
こ
ろ　

荒
川
総
合
支
所
３
階

上
映
作
品　

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
（
22
分
）他

入
場
料　

無
料
（
先
着
１
０
０
人
）

申
・
問
荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
54

－

２
１
１
１

と　

き　

12
月
24
日
㈬

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館　

集
会
室

対　

象　

小
学
校
６
年
生
以
下
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

定　

員　

70
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
・
問　

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
㈳
秩
父
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
21

－

３
３
１
１

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

19



2008年12月号 �

芸術文化会館での催し

〔各種作品展などに芸術文化会館をご利用ください〕
　芸術文化会館では、皆さんの作品発表の場とし
て展示室の貸出し、または、作品制作の活動の場
として、会議室の貸出しを有料で行っています。
　個展、仲間展など各種作品展会場として、ぜひ
ご利用ください。なお、詳細は下記までお問い合
わせください。
問芸術文化会館　☎２２－２４０６

₂₂

休館日　月曜日（祝日にあたる場合はその翌日）
年末年始（12月29日㈪～平成21年１月３
日㈯の６日間）

開館時間　午前９時～午後５時

と　　き 内　　　容 会　場
12月1₇日㈬～

21日㈰
≪秩父デッサン会　展覧会≫

最終日は午後4時まで
展示室１

（入場無料）
12月18日㈭～

20日㈯ ≪公文書写教室作品展≫ 展示室３
（入場無料）

毎週木曜日
午前９時～午後５時

齋藤麗子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週金曜日
午前９時30分～正午

赤岩智恵子『視線の果て絵画教室』
※生徒募集中 会議室３

毎月第２･４土曜日
午前９時～午後５時

ミル・フールNora　河嵜妙子『押し花教室』
（途中昼休みあり） 会議室３

毎週日曜日
午後３時～５時

赤岩智恵子『こども絵画教室』
※生徒募集中（対象：幼児・小中学生） 会議室３

と　

き　

平
成
21
年
１
月
７
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内　

容　

子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
﹁
お
茶

を
楽
し
む
﹂

講　

師　

長
田
敦
子
先
生

対　

象　

小
中
学
生
と
保
護
者
お
よ
び

60
歳
以
上
の
方　

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
12
月
17
日
㈬
か
ら
、
高
齢
者
憩
い
の

家（
中
村
児
童
館
）（
☎
22

－

０
７
１
３
）

へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
高
齢
者
介
護
課

　

☎
22

－

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

子
ど
も
に
思
い
出
を  

子
ど
も
か
ら
元
気
を

憩
い
の
家
ふ
れ
あ
い
教
室

₂₀

と　

き　

平
成
21
年
１
月
17
日
㈯
午
後

２
時
30
分
開
場
、
３
時
開
演

と
こ
ろ　

ミ
ュ
ー
ズ
パ
ー
ク
音
楽
堂

出　

演　

薗
田
真
木
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

羽
山
晃
生
（
ゲ
ス
ト
・
テ
ノ
ー
ル
）、

長
町
順
史
（
伴
奏
）

チ
ケ
ッ
ト　

一
般
３
，
０
０
０
円
、
学
生

（
大
学
生
以
下
）
２
，
０
０
０
円

※
当
日
チ
ケ
ッ
ト
は
各
５
０
０
円
増
し

と
な
り
ま
す
。

券
売
所　

チ
ケ
ッ
ト
Ｙ
Ａ
Ｏ
、
秩
父
楽

器
サ
ー
ビ
ス
、
茶
房
木
亭
、
タ
カ
ハ
シ

サ
イ
ク
ル
、
花
野

問
薗
田
真
木
子
後
援
会
事
務
局　

花
野

　

☎
25

－

１
１
０
７

幼
児
安
全
法

短
期
講
習
会
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

₂₃　

子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
の
予

防
と
手
当
て
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術

を
学
び
ま
す
。

と　

き　

平
成
21
年
２
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

福
祉
女
性
会
館

対　

象　

満
15
歳
以
上
の
方

定　

員　

20
人

費　

用　

３
０
０
円（
用
具
代
・
保
険
料
）

講　

師　

日
本
赤
十
字
社
幼
児
安
全
法

指
導
員

申
社
会
福
祉
課
☎
25

－

５
２
０
４

﹁
子
育
て
サ
ロ
ン
﹂

₂4　

市
で
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
10
月
か
ら
、
子

育
て
中
の
親
子
等
が
気
軽
に
集
う
場
、

情
報
交
換
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、﹁
子

育
て
サ
ロ
ン
﹂
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
が
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

毎
週
月
～
水
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
月
・
火
曜
：
午
後
１
時
～
４
時
、

水
曜
：
午
前
９
時
～
正
午

※
公
民
館
の
行
事
等
に
よ
り
、
実
施
日

時
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

原
谷
公
民
館
２
階
遊
戯
室

対　

象　

就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

利
用
料　

無
料

問
こ
ど
も
課
☎
25

－

５
２
０
６

　

原
谷
公
民
館
☎
22

－

０
６
５
８

つ
ど
い
の
広
場
﹁
は
っ
ぴ
ー
﹂

₂5　

お
母
さ
ん
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

た
り
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
気

ま
ま
に
参
加
で
き
る
楽
し
い
場
所
で
す
。

と　

き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ち
ち
ぶ
幼
稚
園

対　

象　

０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
（
無
料
で
す
。）

園
庭
開
放　

つ
ど
い
の
広
場
の
開
催
日

時
に
合
わ
せ
て
園
庭
を
開
放
し
ま
す
。

※
園
庭
開
放
中
の
ケ
ガ
、
事
故
等
に
つ

い
て
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

子
育
て
相
談　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ブ
ロ
グ

URLh
ttp

://b
lo

g
.liv

e
d

o
o

r.jp
/

n
p
o
h
ap

p
ycafe/

※
12
月
27
日
㈯
～
平
成
21
年
１
月
５
日

㈪
は
年
末
年
始
の
た
め
お
休
み
で
す
。

※
こ
の
事
業
は
市
が
﹁
特
定
非
営
利
活

動
法
人
秩
父
こ
み
に
て
い
﹂
へ
委
託

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
ち
ち
ぶ
幼
稚
園
☎
22

－

１
３
８
５

第
３
回 

ふ
ら
わ
あ
ま
つ
り

₂6と　

き　

12
月
23
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

ふ
ら
わ
あ
（
寺
尾
２
８
２
５
）

※
知
的
障
が
い
者
の
施
設
で
す
。

内　

容　

利
用
者
製
作
品
（
パ
ン
、
張

子
、
み
そ
等
）
の
販
売
、
地
元
農
家
の

農
産
物
販
売
、
各
種
模
擬
店
な
ど

※
ご
来
場
の
方
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

問
ふ
ら
わ
あ
☎
25

－

３
０
０
０

薗
田
真
木
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

　
　

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

　
　
　
　

コ
ン
サ
ー
ト

₂1



�

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（藤岡市を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/~ishikai）または、

藤 岡 多 野 医 師 会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.
html）のホームページで確認できます。

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。

12
月
14
日

医師会休日診療所
岩田産婦人科医院
皆 野 病 院
井 田 医 院

（内・小）
（産・婦・内）

熊 木 町
番 場 町
皆 野 町
藤岡市藤岡

☎23－8561
☎24－1336
☎62－6300
☎24－3949

12
月
21
日

医師会休日診療所
原 医 院
秩 父 市 立 病 院
光 病 院

（内・小）
（脳外・内）

熊 木 町
小鹿野町
桜 木 町
藤岡市本郷

☎23－8561
☎72－8088
☎23－0611
☎24－1234

12
月
23
日

医師会休日診療所
あらいクリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊 木 町
本 町
桜 木 町
藤岡市鬼石

☎23－8561
☎25－2711
☎23－0611
☎52－3121

12
月
28
日

医師会休日診療所
秩父脳外科内科クリニック
秩 父 病 院
藤岡こどもクリニック

（内・小）
（脳外・内）

（小・内・皮）

熊 木 町
永 田 町
宮 側 町
藤岡市小林

☎23－8561
☎21－2330
☎22－3022
☎24－0024

12
月
30
日

秩 父 市 立 病 院
藤 央 ク リ ニ ッ ク

桜 木 町
藤岡市古桜町

☎23－0611
☎22－0361

12
月
31
日

健 生 堂 医 院
荒 舩 医 院
秩 父 病 院
光 病 院

（内・外）
（内・外）

東 町
横 瀬 町
宮 側 町
藤岡市本郷

☎22－0270
☎24－0160
☎22－3022
☎24－1234

１
月
１
日

水 野 医 院
石塚内科胃腸科医院
小 鹿 野 中 央 病 院
鬼 石 病 院

（内）
（内・胃）

山 田
下 影 森
小鹿野町
藤岡市鬼石

☎22－3315
☎24－5010
☎75－2332
☎52－3121

１
月
２
日

秩 父 市 立 病 院
く す の 木 病 院

桜 木 町
藤岡市旭町

☎23－0611
☎24－3111

１
月
３
日

あらいクリニック
秩父生協病院（小児科は午前のみ）
皆 野 病 院
中 田 医 院

（内・小）
（内・小）

本 町
阿 保 町
皆 野 町
藤岡市宮本町

☎25－2711
☎23－1300
☎62－6300
☎22－0385

曜日 医療機関名 電　　話
月曜 あ ら い ク リ ニ ッ ク ☎25－2711
火曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611
水曜 秩 父 病 院 ☎22－3022
木曜 小 鹿 野 中 央 病 院 ☎75－2332
金曜 秩 父 市 立 病 院 ☎23－0611

受付時間　午後７時30分～午後10時（祝日は行いません。）
※電話で確認してから受診してください。

平日夜間小児初期救急

埼玉県小児救急電話相談

電話番号　＃8000（シャープ8000番）
相談時間
○月～土曜：午後７時～午後11時
○日曜・祝日・年末年始：午前９時～午後11時

●
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
ロ
ウ
バ
イ

見
学

と　

き　

平
成
21
年
１
月
24
日
㈯
午
前

10
時
～
25
日
㈰
午
後
２
時（
１
泊
２
日
）

対　

象　

小
学
生
以
上
（
小
中
学
生
は

保
護
者
同
伴
）

定　

員　

50
人
（
抽
選
）

●
そ
ば
打
ち
体
験
と
ロ
ウ
バ
イ
ハ
イ
キ

ン
グ

と　

き　

平
成
21
年
１
月
28
日
㈬
午
前

10
時
～
29
日
㈭
午
後
１
時
30
分
（
１
泊

２
日
）

対　

象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方

定　

員　

40
人
（
抽
選
）

参
加
費　

大
人
４
，
２
０
０
円
程
度

申
12
月
24
日
㈬
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
み

長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
の
催
し

₂7

問
長
瀞
げ
ん
き
プ
ラ
ザ　

〒
３
６
９

－

１
３
１
２　

長
瀞
町
井
戸
３
６
７

　

☎
66

－

０
１
７
７

●
野
鳥
観
察

と　

き　

平
成
21
年
１
月
25
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

参
加
費　

無
料

定　

員　

30
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

平
成
21
年
１
月
16
日
㈮（
必
着
）

●
ウ
サ
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

と　

き　

平
成
21
年
１
月
11
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

参
加
費　

無
料
（
申
込
み
不
要
）

●
そ
ば
打
ち
体
験

と　

き　

平
成
21
年
１
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

み
ど
り
の
村
の
催
し

₂8

定　

員　

28
人
（
抽
選
）

申
込
期
限　

平
成
21
年
１
月
10
日
㈯（
必
着
）

申
往
復
は
が
き
（
イ
ベ
ン
ト
名
・
参
加

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
☎
・
年
齢
を

記
入
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
み
ど
り
の
村
管
理
事
務
所

〒
３
６
８

－

０
１
０
１　

小
鹿
野
町
下

小
鹿
野
27　

☎
75

－

３
４
４
１

彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
の
催
し

₂9●
栃
餅
つ
き
と
正
月
飾
り
作
り

と　

き　

12
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

埼
玉
県
森
林
科
学
館

参
加
費　

２
，
０
０
０
円
程
度
（
保
険

料
含
む
）

募
集
人
数　

15
人
（
申
込
順
）

申
彩
の
国
ふ
れ
あ
い
の
森
管
理
事
務
所

　

☎
56

－

０
０
２
６

　

日
ご
ろ
、
写
真
を

撮
る
機
会
が
多
い

の
で
す
が
、
慣
れ
な

い
高
性
能
カ
メ
ラ

に
未
だ
四
苦
八
苦

す
る
毎
日
で
す
。

　

人
間
の
目
の
視
神
経
は
約
１
０
０
万
本
で
、

画
素
数
だ
け
で
言
う
と
約
１
０
０
万
画
素
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
数
千
万
画
素
も
あ

る
高
性
能
カ
メ
ラ
に
は
遠
く
及
び
ま
せ
ん
が
、

網
膜
か
ら
脳
に
伝
わ
る
視
界
の
情
報
不
足
分

を
、
脳
が
無
意
識
的
に
補
う
こ
と
で
、
物
が

鮮
明
か
つ
滑
ら
か
に
見
え
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
た
だ
、
脳
の
補
正
は
結
構
い
い
か
げ
ん

で
、
そ
の
た
め
﹁
目
の
錯
覚
﹂
が
起
き
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

錯
覚
か
と
見
誤
る
よ
う
な
あ
や
ふ
や
な
物

事
も
多
い
世
の
中
、
心
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を

通
し
て
し
っ
か
り
と
今
を
見
つ
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。



2008年12月号 �

※「平成20年度 秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【指定医療機関で受けられる個別予防接種】
[麻しん風しん混合]
対　象：第１期…１歳～２歳未満
　　　　第２期…小学校就学前の１年間（第２期該

当者へは個別通知でお知らせして
います。通知が届いていない方は
各保健センターまでお問い合わせ
ください。）

[三種混合]
対　象：生後３か月～７歳６か月未満
受け方：初回…３回接種（間隔は20～56日で接種）
　　　　追加…１回接種（初回３回目を接種した日

から１年～１年６か月の間に接種）
※三種混合予防接種は接種間隔を必ず守って受けて
ください。秩父保健センター（集団）でも受けら
れます。

●【両親学級】妊娠５か月を過ぎた初回妊婦さんとその家族

※対象者に個別通知予定（電話で１月13日㈫までに
秩父保健センターへお申し込みください。）

●【乳幼児健診】

※母子健康手帳、健診アンケートをお持ちください。
●【育児相談】

※育児相談と同時に、子育てに心配のある方などを
対象に、療育相談員による「すこやか相談」を実
施しています。（要予約）

●【予防接種】（集団）

※母子健康手帳、予診票、必要に応じて診断書をお
持ちください。

※三種混合予防接種は、１・２・３回目の接種間隔
は20～56日までです。必ず守って受けてください。

※３か月を過ぎたお子さんはＢＣＧから受けましょ
う！ＢＣＧは原則集団接種（秩父・吉田・荒川保
健センター）ですが、対象月齢までに体調が悪い
などの理由で接種できない場合は各保健センター
にお問い合わせください。

秩父保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
１月15日㈭

13：00～14：00

３ 歳 児 健 診 平成17年９月生まれ
１月20日㈫ 乳児（４か月児）健診 平成20年８月生まれ
１月21日㈬ 乳児（10か月児）健診 平成20年３月生まれ
１月27日㈫ １ 歳 ６ か 月 児 健 診 平成19年６月生まれ

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月13日㈫ ９：30～10：30 育児相談、身長・体
重測定、赤ちゃん体操 乳　　幼　　児

種　類 月　日 受付時間 対　　　　象

三 種 混 合 １月９日㈮
２月６日㈮

13：30～14：30
生後３か月～７歳６か月未満

Ｂ Ｃ Ｇ １月26日㈪
２月25日㈬ 生後３か月～６か月未満

●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方
　１月20日㈫　13：30～15：30（吉田振興会館３階）
※初めての方は直接または電話で吉田保健センター
へ申込み

●【乳幼児健診】

●【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
１月19日㈪　９：30～11：10　
※初めての方は電話で吉田保健センターへ申込み

●【育児相談・健康相談】　１月14日㈬　９：30～10：30
●【栄養相談】※予約制　1月21日㈬
申直接または電話で吉田保健センターへ申込み

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象

１月23日㈮ 13：00～13：45 １ 歳 ６ ヶ 月 児 健 診
３ 歳 児 健 診

平成19年５・６月生まれ
平成17年８・９月生まれ

●【健康相談・育児相談】
　１月13日㈫　13：00～15：00（大滝総合支所内）
　※健康手帳・母子健康手帳をお持ちください。
●【親子ふれあい教室】０歳から就園前のお子さんとその保護者
１月９日㈮　10：30～11：30（大滝老人福祉センター）

大滝保健センターからのお知らせ

● 【育児相談】

●【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者
　１月８日㈭、22日㈭　９：30～11：10
●【健康相談】　１月14日㈬　13：30～14：30
※健康手帳をお持ちください。

荒川保健センター会場

吉田保健センター会場

月   日 受付時間 内　　　容 対　　　象
１月５日㈪ 10：00～11：00 育児相談、身長・体重測定 乳　　幼　　児

月   日 時　　間 内　　　容 講　師

１
日
目

₁月19日㈪ 13：15～16：00
（受付13：00～）

妊娠中の保健 産婦人科医師
お産の準備と経過
呼吸法など 助産師

２
日
目

₁月25日㈰

13：30～16：00
（受付13：15～）

赤ちゃんの育て方 保健師
沐浴実習 助産師

３
日
目

₁月29日㈭
歯科保健、歯科健診 歯科医師
歯みがき指導 歯科衛生士
栄養と食事・試食 栄養士



●【個別がん検診】

申毎月１～７日（土・日・祝日を除く）に各保健セ
ンターで申込みを受け付けています。
　検診についての詳しい内容は、各保健センターま
でお問い合わせください。
●【言語リハビリ教室】

�

12月 １月 保健センターカレンダー

※詳細については、11月号の「保健センターだより」をご覧ください。
　また、３月号の市報と一緒に世帯配布した冊子「平成20年度 秩父市健康カレンダー」もご活用ください。

月　　日 会　　場 実施時間
12月16日㈫ 吉田保健センター 13：30～15：30１月22日㈭ 秩父保健センター

検診名 対象年齢 料　　金
胃 が ん 検 診 40歳以上 2，500円

子 宮 が ん 検 診
20～39歳 1，300円
40歳以上 2，100円

大 腸 が ん 検 診 40歳以上 500円

●【はつらつ筋力アップ教室】
　40歳以上の方を対象に、スポーツインストラク
ターによる軽い運動、音楽に合わせての運動を行い
ます。12月1₇日㈬午前９時から12月24日㈬までに電
話で秩父保健センターへお申し込みください。
※参加費は無料です。定員（30人）を超えた場合、
初回の方を優先とし、抽選とさせていただきます。
会　場 日　　程 回　数 時　　間

　
　
　
　
　
　
︵
中
村
町
︶

い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

１月14日～３月25日
（毎週水曜日）

※２月11日はお休み

全10回

 ９：30～
11：30

１月16日～３月27日
（毎週金曜日）

※３月20日はお休み
 ９：30～

11：30

１月16日～３月27日
（毎週金曜日）

※３月20日はお休み
13：30～

15：30

日 月 火 水 木 金 土
12/14 15 16 17 18 19 20

●ＢＣＧ予防接種
（秩父）
●言語リハビリ教
室（荒川）

●４か月児健診
（秩父）
●言語リハビリ
（吉田）

●１０か月児健診
（秩父）
●１歳６か月・３
歳児健診・歯み
がき教室（荒川）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●ことばの相談
（吉田）
●親子ふれあい教
室（荒川）

●４か月・１０か
月児健診（吉田）
●ＢＣＧ予防接種
（吉田）

21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 1/１ 2 3
4 5 6 7 8 9 10

●育児相談（荒川） ●親子ふれあい教
室（荒川）

●三種混合予防接
種（秩父)

●親子ふれあい教
室（大滝）

11 12 13 14 15 16 17
●育児相談（秩父）
●健康相談・育児
相談（大滝）

●育児・健康相談
（吉田）
●健康相談（荒川）

●３歳児健診
　（秩父）

18 19 20 21 22 23 24
●両親学級1日目
(秩父)
●親子ふれあい教
室（吉田）

●４か月健診（秩
父）

●よしだ元気塾
（吉田）

●10か 月 健 診
（秩父）
●栄養相談（吉田）

●言語リハビリ教
室（秩父）

●親子ふれあい教
室（荒川）

●１歳６か月・３
歳児健診（吉田）

天皇誕生日

成人の日
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　秩父図書館では、昭和60年から毎年、東京
電力株式会社から視聴覚障がい者用の点字図
書、カセットテープ、ＣＤ等をご寄贈いただ
いています。これらの資料は、現在129点に
のぼります。
　今年も新たに点字本４セット、ＣＤ４セッ
ト、大活字本４セットをご寄贈いただきまし
た。秩父図書館では、「声の文庫」コーナー
を設けて視覚障がい者の皆さんにご活用いた
だいています。

秩父吉田こだわりそば体験
「そば刈り」を行いました

　11月15日、来年１月30日に創立100周年を
迎える荒川東小学校で、「タイムカプセル」
の開封式が行われました。
　この「タイムカプセル」は、創立80周年の
際に設置されたもので、建築中の新校舎が完
成すると現校舎が解体されるため、当時のＰ
ＴＡ役員等が中心となった「平

へ い

元
が ん

鳩
は と

期
き

会
か い

」の
呼びかけで今回実現しました。
　当日は、20年前の設置に立ち会った児童、
教職員、父母の皆さん約150人が集まり、自
分にあてた手紙やカセットテープなど思い出
の品々を取り出し、なつかしい友や恩師との
再会を喜ぶとともに、当時を振り返りながら、
忘れられない１日を過ごしました。

　10月24日から11月９日の間、奥秩父大滝紅
葉まつりが開催され、赤や黄色に色づいた
山々のもと、多くのイベントが行われました。
　三峰神領民家では、山間地域で暮らす大滝
の人々の生活にスポットをあてた「山人のよ
もやま話」を聞くイベントが行われました。
古民家から出る煙の風景に昔を懐かしむ観光
客が多く訪れ、囲

い ろ り

炉裏を囲み、奥秩父大滝の
食文化や風習などの今昔物語や奥秩父の山々
に魅せられた先人達の話、また、今なお生息
の可能性の残る幻のニホンオオカミの話など
に耳を傾け、珍しい鹿汁に心も体も温まった
ようです。

～奥秩父大滝紅葉まつり～

「山
や ま び と

人のよもやま話」

荒川東小学校で
タイムカプセル開封式

東京電力株式会社から
点字図書などが寄贈されました

　遊休農地を活用して「種まき」から「そば
打ち」まで行う「秩父吉田こだわりそば体験」
のそば刈りが11月２日に行われ、県内外から
60人が参加しました。
　８月に種まきしたそばも大きく成長し、い
よいよ収穫の時季を迎えました。12月には、
そば打ちを行い、自分たちが育てたそばを味
わいます。
　参加者は、「年越しに、自分で作ったそば
を食べるのが楽しみだ」と話していました。

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　広報広聴課　 ☎22－2505（直通）
　　　　　　　　　　　 ☎22－2211内線1296
　　　　　　　　　　 　　koho@city.chichibu.lg.jp


